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野
木
中
学
校
２
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
安あ

ぐ

い喰　

日ひ

な

た

菜
多

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
生
徒
に
よ
る
マ

オ
リ
の
歌
と
ダ
ン
ス
は
迫
力
が
あ
り
、
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

も
楽
し
く
過
ご
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
野
木
中
学
校
２
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
竹た
け
う
ち内　

那な

な波

　
こ
の
海
外
派
遣
で
何
事
に
も
一
生
懸
命

に
、
そ
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
の
海
外
派
遣
を
支
え

て
く
れ
た
役
場
の
方
々
を
は
じ
め
先
生
方
、

家
族
、
友
達
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
野
木
中
学
校
２
年 

　
　
　
　
　
　
　
　

永な
が
つ
か塚　

星せ

な南
　

　
バ
デ
ィ
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交

流
を
通
じ
、
自
分
の
気
持
ち
が
伝
わ
る
喜

び
を
実
感
し
ま
し
た
。
来
年
は
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
２
０
２
０
年
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
る
の
で
、
英
語
で
気

軽
に
お
も
て
な
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
積

極
的
に
話
し
掛
け
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
野
木
中
学
校
２
年 

　
　
　
　
　
　
　
　

仁に

へ

い平　

ひ
よ
り

　
こ
の
海
外
派
遣
で
一
番
身
に
つ
い
た
こ

と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
す
。

初
め
は
単
語
だ
け
で
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
話
し

て
み
る
と
伝
わ
り
ま
し
た
。
伝
え
た
い
気

持
ち
が
あ
れ
ば
伝
わ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
野
木
中
学
校
２
年 

　
　
　
　
　
　
　
　

飯い
い
づ
か塚　

茉ま

な奈

　
海
外
派
遣
を
通
し
て
、
英
語
で
日
常
会

話
す
る
こ
と
や
言
語
以
外
の
手
段
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
ん
だ

経
験
を
今
後
に
役
立
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
で
き
る
人
材
に
な
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
野
木
中
学
校
２
年 

　
　
　
　
　
　
　
　

田た

ぐ

ち口　

桜さ

く

ら花

　
今
回
の
海
外
派
遣
で
様
々
な
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
学
校
生
活
で
は
、
各
自
の
机

は
な
く
、
席
が
自
由
で
大
き
な
机
に
皆
で

座
り
、
裸
足
で
授
業
を
受
け
る
生
徒
も
い

る
な
ど
、
日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

違
い
に
つ
い
て
学
び
、
と
て
も
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
交
流
を
通
し
て

国
際
交
流
を
通
し
て

野
木
町
中
学
生
海
外（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
派
遣
報
告

野
木
町
中
学
生
海
外（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
派
遣
報
告

　

町
で
は
、
昨
年
度
よ
り
、
早
期
英
語
教

育
の
推
進
の
た
め
に
、
そ
し
て
生
徒
た
ち

の
英
語
力
の
向
上
及
び
国
際
理
解
、
さ
ら

に
は
国
際
人
の
基
礎
を
養
う
た
め
に
、
中

学
生
海
外
派
遣
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
も
中
学
２
年
生
12
名
を
８
月
17
日

か
ら
24
日
ま
で
の
８
日
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
市
へ
派
遣
し
ま
し

た
。

　

派
遣
中
、
12
名
の
派
遣
団
生
徒
が
体
験

し
た
り
感
じ
た
り
し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

【
派
遣
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

▼
８
月
17
日

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

　

空
港
に
向
け
て
出
発

▼
８
月
18
日

　

マ
ウ
ン
ト
イ
ー
デ
ン
見
学
後
、
ハ
ミ
ル

　

ト
ン
市
へ
向
か
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス

　

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
、
そ
し
て
ホ
ー

　

ム
ス
テ
イ
へ

▼
８
月
19
日

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生
活

▼
８
月
20
日
〜
22
日

　

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ

　

エ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
で
の
学
校
生
活

▼
８
月
23
日

　

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
見
学

　

博
物
館
・
ス
カ
イ
タ
ワ
ー

▼
８
月
24
日

　

帰
国

【
海
外
派
遣
事
業
報
告
会
】

　

11
月
18
日（
日
）学
校
教
育
祭
に
て
、

報
告
会
を
行
い
ま
す
。

【
海
外
派
遣
事
業
の
展
示
発
表
】

　

11
月
15
日（
木
）〜
30
日（
金
）公
民
館

に
て
展
示
し
ま
す
。

【
海
外
派
遣
事
業
報
告
会
】

　

11
月
18
日（
日
）学
校
教
育
祭
に
て
、

報
告
会
を
行
い
ま
す
。

【
海
外
派
遣
事
業
の
展
示
発
表
】

　

11
月
15
日（
木
）〜
30
日（
金
）公
民
館

に
て
展
示
し
ま
す
。

「マウントイーデン」からオークランド市内を望む
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野
木
第
二
中
学
校
２
年 

　
　
　
　
　
　
　
　

木き

さ

ら皿　

百お

と飛

　
新
鮮
＆
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
な
日
々
、
全
て

が
私
の
視
野
を
広
げ
る
糧
と
な
り
ま
し
た
。

「
伝
え
合
お
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ

ば
、
言
葉
に
国
境
は
な
く
な
る
の
だ
と
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
も
自
信
を
も
っ

て
語
学
を
学
ぼ
う
と
心
に
決
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
野
木
第
二
中
学
校
２
年 

　
　
　
　
　
　
　
　

知ち

く久　

彩あ

や

か花

　
今
回
の
海
外
派
遣
に
参
加
し
、
文
化
の

違
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、

そ
の
他
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
地
の
人
と
話
す
の
は
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
経
験
を
将

来
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
野
木
第
二
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

小お

ぐ

ら倉　

彩あ

み心

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
や
英
語
を

た
く
さ
ん
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
友
達
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
す
べ
て
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。
い
つ
か
ま
た

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
ね
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
野
木
第
二
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

菊き

く

ち地　

小こ

は

く

羽
玖

　「
積
極
的
な
自
分
」
に
な
る
こ
と
を
目

標
に
、
こ
の
海
外
派
遣
に
臨
み
ま
し
た
。

日
本
語
が
通
じ
な
い
環
境
で
過
ご
す
の
は

大
変
で
し
た
が
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
話

し
か
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
私
は

大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
野
木
第
二
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

飯い
い
じ
ま島　

愛あ

ゆ結

　
今
回
の
派
遣
は
、
普
段
の
環
境
か
ら
飛

び
出
し
て
、
別
の
環
境
か
ら
、
改
め
て
自

分
を
見
直
す
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

私
に
、
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
経
験
を

さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
野
木
町
の
方
々
に
、

感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
野
木
第
二
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

内う
ち
ぼ
り堀　

真ま

あ

や彩

　
海
外
派
遣
へ
「
成
長
」
を
目
標
に
参
加

し
ま
し
た
。
現
地
の
方
た
ち
に
自
分
か
ら

話
し
か
け
、
積
極
的
に
英
語
を
使
う
こ
と

で
、
英
語
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
互
い
の
国
や
町
を
紹
介
し
、
興
味

を
も
ち
合
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
と
て

も
良
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

ウェルカムセレモニーの様子

オークランド空港（出発前）

ゲーム交流の様子

技術の授業

文化交流（ポイダンス）の発表

フェアウエルセレモニーでの集合写真

クッキング交流の様子 文化交流（ハカ）の様子

フェアウエルパーティーの様子
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安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

●
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業

　
近
年
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
水
害

が
頻
発
し
て
お
り
、
短
時
間
で
河
川

が
増
水
し
、
堤
防
が
決
壊
し
て
甚
大

な
被
害
が
発
生
す
る
事
例
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
洪
水
時
の
被
害
を
最

小
限
に
す
る
た
め
に
は
、
平
時
よ
り

水
害
リ
ス
ク
を
認
識
し
た
う
え
で
、

氾
濫
時
の
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
に

つ
い
て
の
正
確
な
情
報
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　
町
で
は
、
国
土
交
通
省
及
び
栃
木

県
が
新
た
に
指
定
し
た
洪
水
浸
水
想

定
区
域
図
等
を
基
に
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
改
定
し
、
各
世
帯
に
配

布
い
た
し
ま
す
。

●
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　
災
害
の
発
生
又
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
、
町
民
の
皆
様
へ
災

害
情
報
の
提
供
及
び
避
難
勧
告
・
指

示
等
の
伝
達
手
段
と
し
て
防
災
行
政

無
線
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
に
お
い
て
は
、
野
木
中
学

校
に
拡
声
子
局
設
備
を
設
置
い
た
し

ま
す
。

●
逆
川
排
水
機
場
維
持
管
理
・
再
構
築
事
業

　
雨
水
管
路
及
び
逆
川
排
水
機
場
の

現
状
を
点
検
・
調
査
し
た
う
え
で
、

今
後
の
老
朽
化
の
進
展
状
況
を
考
慮

し
、
施
設
全
体
の
長
寿
命
化
を
図
る

計
画
業
務
を
行
い
ま
す
。
減
災
対
策

を
強
化
し
、
有
事
へ
の
備
え
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

●
新
４
号
国
道
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業

　
古
河
市
と
協
定
を
結
び
、
早
期
完

成
を
目
指
し
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
度
も
用
地
が
取
得
で
き

た
と
こ
ろ
か
ら
工
事
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

●
二
級
幹
線
４
号
線
（
第
一
松
原
踏

　
切
）
改
良
事
業

　
第
一
松
原
踏
切
の
歩
道
設
置
や
周

辺
道
路
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
周
辺
道
路
の
工
事
を
行
い
、

来
年
度
以
降
、
踏
切
部
の
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

●
一
級
幹
線
５
号
線（
若
林
）改
良
事
業

　
野
木
中
学
校
の
北
側
か
ら
新
幹
線

へ
向
か
う
道
路
（
大
字
若
林
地
内
の

Ｓ
字
カ
ー
ブ
付
近
）
の
道
路
拡
幅
、

歩
道
整
備
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
工
事
を
順
次
行
い
ま
す
。

●
小
中
学
校
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

　
子
ど
も
達
の
学
校
生
活
を
よ
り
安

全
な
も
の
と
す
る
た
め
、
小
中
学
校

へ
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。
本

年
度
は
中
学
校
二
校
に
設
置
し
、
次

年
度
以
降
、
順
次
各
小
学
校
へ
設
置

し
ま
す
。

●
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

　
町
の
中
な
ら
「
ど
こ
か
ら
で
も
、

ど
こ
へ
で
も
」
乗
り
降
り
で
き
る
、

公
共
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
〈
キ
ラ

輪
号
〉
で
す
。

　
キ
ラ
輪
号
は
、
車
両
３
台
の
う
ち
、

10
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
１
台
を
コ
ン

パ
ク
ト
な
５
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車
に
入

れ
替
え
ま
し
た
。
ま
た
、
予
約
受
付

時
間
を
30
分
延
長
し
、
８
時
か
ら
17

時
ま
で
と
す
る
な
ど
、
利
用
す
る
方

か
ら
の
ご
意
見
を
基
に
、
利
便
性
を

向
上
さ
せ
、
快
適
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
対
策

●
野
木
町
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

　
旧
丸
林
保
育
所
を
整
備
・
活
用
し

た
「
野
木
町
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
が
完
成
し
10
月
よ
り
一
部
事

業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
施

設
で
は
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
子
育

て
・
教
育
・
医
療
・
介
護
・
障
が
い
・

福
祉
等
の
総
合
相
談
窓
口
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
相
互
に
関
連
す
る
お
困

り
ご
と
に
対
し
、
職
員
が
分
か
り
や

す
く
対
応
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
他
に
、
生
き
が
い

づ
く
り
や
多
世
代
間
交
流
の
場
の
提

供
、
人
材
育
成
の
講
座
も
開
催
し
ま

す
。
な
お
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
本

格
稼
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〈 

子
育
て
支
援 

〉

●
出
産
祝
金
事
業

　
次
世
代
を
担
う
子
の
誕
生
を
祝
う

と
と
も
に
、
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
27
年
４
月

１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
様
の
保

護
者
に
対
し
、
支
給
要
件
を
満
た
し

こ
の
１
年
、
野
木
町
が

重
点
的
に
進
め
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
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た
場
合
に
出
産
祝
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

●
第
３
子
以
降
小
中
学
校
等
入
学
祝
金
事
業

　
小
中
学
校
等
へ
入
学
す
る
第
３
子

以
降
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
、
児

童
生
徒
の
健
全
な
育
成
と
町
の
活
性

化
に
資
す
る
た
め
入
学
祝
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

●
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
に

対
す
る
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
15
歳
ま
で
の
子
ど
も

が
県
内
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場

合
は
現
物
給
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
新
生
児
聴
覚
検
査
費
助
成
事
業

　
平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り
、
新
生

児
の
聴
覚
に
関
す
る
機
能
の
状
況
を

早
期
確
認
・
早
期
対
応
す
る
た
め
の

新
生
児
聴
覚
検
査
の
実
施
に
際
し
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
に
、
検
査
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
２
歳
児
歯
科
健
診
事
業

　
１
歳
６
か
月
か
ら
３
歳
の
時
期
に

か
け
て
虫
歯
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、

２
歳
の
時
期
に
歯
科
健
診
・
虫
歯
予

防
教
育
を
行
い
、
乳
幼
児
の
口
腔
衛

生
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
と

啓
発
に
努
め
ま
す
。

●
病
児
保
育
事
業

　
町
内
に
居
住
し
て
い
る
病
気
中
の

お
子
様
を
一
時
的
に
お
預
か
り
し
、

保
護
者
の
子
育
て
と
就
労
を
支
援
す

る
事
業
で
す
。
保
護
者
の
労
働
等
の

都
合
に
よ
り
、
病
気
の
回
復
期
に
至

ら
な
い
幼
児
・
乳
児
（
生
後
６
か
月

以
上
）
ま
た
は
、
小
学
校
に
就
学
し

て
い
る
児
童
を
「
新
小
山
市
民
病
院

病
児
保
育
室
ひ
ま
わ
り
」
の
専
用
ス

ペ
ー
ス
に
お
い
て
お
預
か
り
し
ま
す
。

●
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
保
護
者
が
病
気
、
出
産
等
の
理
由

に
よ
り
一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
養
育

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
数
日

間
、「
児
童
養
護
施
設
ア
リ
ス
と
テ

レ
ス
（
野
木
町
）」
や
「
す
み
れ
乳

児
院
（
小
山
市
）」
で
お
預
か
り
す

る
事
業
で
す
。
事
前
に
こ
ど
も
教
育

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
佐
川
野
学
童
保
育
室
整
備
事
業

　
現
在
の
佐
川
野
学
童
保
育
に
つ
い

て
、
定
員
を
更
に
16
名
拡
大
し
、
学

童
保
育
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

〈 

学
校
教
育 

〉

●
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
（
学
習
支  

　
援
教
室
）
事
業

　
児
童
が
自
主
的
に
学
習
で
き
る
時

間
と
場
所
を
提
供
し
、
参
加
児
童
の

国
語
・
算
数
の
学
力
（
基
礎
・
基
本
）

が
向
上
す
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
英
語
教
育
の
充
実
事
業

　
今
年
度
よ
り
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）
を
全
小
中
学
校
７
校
に
配

置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
児
期
か
ら

の
英
語
力
向
上
を
図
る
た
め
Ａ
Ｌ
Ｔ

を
幼
稚
園
、
保
育
園
に
派
遣
し
授
業

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
公

民
館
で
町
民
向
け
講
座
等
も
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

●
学
校
図
書
館
司
書
配
置
事
業（「
読

　
書
の
ま
ち
」
推
進
事
業
）

　
学
校
図
書
館
司
書
の
全
校
配
置
を

生
か
し
、「
読
書
の
ま
ち
」に
ふ
さ
わ

し
い
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の
た

め
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
児
童
生
徒
支
援
・
教
育
相
談
事
業
の
充
実

　
多
様
な
子
ど
も
た
ち
に
適
切
に
対

応
し
「
多
様
な
学
び
の
保
証
」
を
確

立
す
る
た
め
、
学
習
指
導
支
援
等
を

お
こ
な
う
非
常
勤
講
師
を
町
独
自
で

各
学
校
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
他
に
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
配
置
し
、

各
小
中
学
校
で
巡
回
相
談
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

●
奨
学
金
事
業

　
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
に
就
学
困
難
な
学
生
の
大
学

等
へ
の
進
学
を
後
押
し
し
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
返
済
義
務
の
な
い

給
付
型
奨
学
金
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
英
検
３
級
検
定
料
補
助

　
英
語
検
定
３
級
の
受
検
に
要
す
る

検
定
料
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、

野
木
町
の
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る

生
徒
の
英
語
力
及
び
学
習
意
欲
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
検
定
料
の

半
額
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

●
広
島
平
和
記
念
式
典
中
学
生
派
遣
事
業

　
平
和
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
小
山
市
・
結
城

市
と
合
同
で
中
学
生
の
代
表
を
広
島

平
和
記
念
式
典
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

この１年、町が重点的に進めている施策
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●
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

　
次
世
代
を
担
う
青
少
年
を
海
外
に

派
遣
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
現
地
校

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
語
学
力
の
向

上
と
、
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
、
異

文
化
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
世
界

で
活
躍
で
き
る
豊
か
な
人
間
性
と
創

造
性
を
持
っ
た
青
少
年
を
育
成
す
る

た
め
に
、
中
学
生
を
海
外
に
派
遣
し

て
い
ま
す
。

〈 

健
康
・
高
齢
者
福
祉 
〉

●
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進

　
条
例
策
定
事
業

　
こ
の
条
例
は
、
本
町
が
行
う
歯
及

び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
関
し
、
基

本
理
念
を
定
め
、
町
の
責
務
等
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
歯
及
び
口

腔
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
町

民
の
健
康
増
進
と
健
康
寿
命
の
延
伸

を
図
り
、「
健
康
タ
ウ
ン
の
ぎ
」
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

●
安
全
安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
等
の
日
常

的
な
見
守
り
や
、
災
害
時
等
に
お
い

て
要
支
援
者
に
対
し
必
要
な
支
援
を

行
う
事
業
で
す
。
協
力
員
、
要
配
慮

者
の
登
録
を
進
め
る
と
共
に
、
地
域

ぐ
る
み
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
体

制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

●
軽
度
生
活
援
助
事
業

　
ひ
と
り
暮
ら
し
等
で
日
常
生
活
に

不
便
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
を
対
象

に
野
木
町
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
生
活
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
通
院
時
タ
ク
シ
ー
等
利
用

　
助
成
事
業

　
自
力
及
び
家
族
等
に
よ
る
送
迎
が

困
難
な
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
町

デ
マ
ン
ド
交
通
対
象
区
域
外
の
町
外

の
医
療
機
関
等
へ
通
院
す
る
た
め
の

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

　
地
域
の
中
で
生
き
が
い
を
持
っ
て

い
き
い
き
と
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
趣
味
・

体
操
・
健
康
に
役
立
つ
事
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
14
か
所
で
開

催
し
て
お
り
、
多
く
の
方
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

●
地
域
い
こ
い
の
場
運
営
事
業

　
多
く
の
方
が
「
街
か
ど
カ
フ
ェ
す

ま
い
る
」
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、
誰
も
が

気
軽
に
出
向
き
楽
し
め
る
憩
い
の
場

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
の
活
性
化
策

〈 

市
・
町
間
連
携 

〉

●
近
隣
自
治
体
と
の
広
域
的
連
携
の

　
推
進

　
野
木
町
で
は
「
小
山
地
区
定
住
自

立
圏
形
成
協
定
」
や
、「
関
東
ど
ま

ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
会
議
」
な
ど
に
よ

り
隣
接
す
る
自
治
体
と
協
定
を
結
び

広
域
的
な
連
携
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
、
公
共
施
設
の
利
便
性
向

上
や
、
各
種
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
、
更
な
る
深
化
を
目
指
し
て
様
々

な
分
野
で
の
協
議
を
進
め
て
お
り
、

地
域
全
体
と
し
て
の
機
能
向
上
や
活

性
化
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
度
小
山
市

が
「
関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
会

議
」
に
加
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
栃

木
市
、
古
河
市
、
加
須
市
、
板
倉
町

の
全
４
市
２
町
の
公
共
施
設
の
相
互

利
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

〈 

移
住
・
定
住
策 

〉

●
定
住
促
進
事
業

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と

し
て
、
野
木
町
に
新
た
に
住
宅
を
取

得
さ
れ
た
方
に
「
野
木
町
定
住
促
進

補
助
金
」
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
策
定
い
た
し
ま
し
た

「
野
木
町
空
家
等
対
策
計
画
」
を
踏

ま
え
、
町
内
の
空
家
等
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
移
住
定
住
の
促

進
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
創
設
に
む
け

て
、
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

〈 

自
然
環
境
保
全 

〉

●
水
と
緑
と
歴
史
の
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ン
の
推
進

　
渡
良
瀬
遊
水
地
と
隣
接
す
る
地
域

を
中
心
に
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

渡
良
瀬
遊
水
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
養
成
講
座
２
期
生
を
募
集
し
、
渡

良
瀬
遊
水
地
に
関
す
る
研
修
等
を
実

施
し
、
１
期
生
と
共
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
で
き
る
よ
う
取
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
植
物
観
察
会
、
野
鳥

観
察
会
、
ヨ
シ
刈
り
体
験
等
の
講
座

を
行
い
ま
し
た
。
の
ぎ
水
辺
の
楽
校

で
は
、
外
来
植
物
除
去
活
動
、
植
物

調
査
や
自
然
体
験
活
動
等
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
も
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ン
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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●
元
気
な
森
づ
く
り
推
進
事
業

　
平
成
20
年
度
か
ら
「
と
ち
ぎ
の
元

気
な
森
づ
く
り
県
民
税
」
を
活
用
し
、

町
内
の
平
地
林
の
保
護
や
通
学
路
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
平
地
林
の

枝
お
ろ
し
や
下
草
刈
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
は
約
13 
ha
を
実
施
し
、
今
年

度
は
約
４
ha
を
実
施
し
ま
す
。

〈 

工
業
団
地
整
備
の
推
進 
〉

●
工
業
用
地
開
発
の
推
進

　
野
木
第
二
工
業
団
地
（
約
18･

９

ha
）
に
つ
い
て
、
事
業
主
体
の
栃
木

県
土
地
開
発
公
社
と
協
力
し
、
土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
平
成
30
年

度
末
の
造
成
工
事
完
了
を
目
標
に
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。
進
出
企
業
に

つ
い
て
は
、
栄
研
化
学
株
式
会
社
、

大
阪
サ
ニ
タ
リ
ー
株
式
会
社
、
株
式

会
社
ジ
ア
ー
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

及
び
株
式
会
社
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
パ

ル
タ
ッ
ク
）
の
進
出
が
決
定
し
、
予

約
分
譲
で
全
て
の
区
画
が
完
売
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
野
木
第
二
工
業
団
地
内
道
路
整
備

　
事
業

　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
の
た

め
に
現
在
野
木
第
二
工
業
団
地
を
造

成
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
団
地
内

の
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
工
事
を
順

次
行
い
ま
す
。

〈 

農
業
振
興 

〉

●
水
稲
種
子
代
補
助
事
業

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
発

展
と
収
益
力
向
上
を
図
る
た
め
、
水

稲
の
種
子
代
を
集
落
営
農
組
合
等
に

対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
県
営
佐
川
南
土
地
改
良
事
業

　
平
成
24
年
５
月
地
区
計
画
（
約

92 
ha
）
が
確
定
さ
れ
、
佐
川
野
・
川

田
・
南
飯
田
（
小
山
市
）
地
区
に
お

い
て
、
効
率
的
・
効
果
的
に
経
営
体

（
担
い
手
）
を
育
成
し
、
農
地
の
集

積
及
び
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め

圃
場
（
農
地
）
整
備
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
暗
渠
排
水
や
道
路
工

事
な
ど
を
実
施
し
、
本
年
度
も
引
き

続
き
暗
渠
排
水
や
道
路
工
事
な
ど
を

実
施
、
平
成
31
年
度
末
に
事
業
が
完

了
す
る
予
定
で
す
。

〈 

観
光
振
興 

〉

●
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催（
通
年
）

　
春
の「
さ
く
ら
ま
つ
り
」、夏
の「
ひ

ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
秋
の

「
産
業
祭
」、冬
の「
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
と
四
季
を
通
じ
て
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

お
客
様
に
ご
観
覧
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

●
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
あ
り
ま
す
「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
誘

客
事
業
と
し
て
、
４
月
28
日
か
ら
30

日
に
野
木
町
煉
瓦
窯
に
お
い
て
「
花

と
レ
ン
ガ
の
ま
ち
　
野
木
フ
ラ
ワ
ー

カ
ー
ペ
ッ
ト
２
０
１
８
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
12
万
本
分

の
花
び
ら
を
使
用
し
て
、「
東
京
駅

丸
の
内
駅
舎
」
や
「
町
の
鳥
ふ
く
ろ

う
」
等
の
花
絵
を
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ

い
て
作
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
招
福
の
ま
ち
　
野
木
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
、
町
内

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
を

巡
っ
て
野
木
町
の
魅
力
を
満
喫
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
野
木
町
煉
瓦
窯
を
観
光

拠
点
と
し
て
活
用
し
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

●
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
・
運
営
事
業

　
交
流
セ
ン
タ
ー
（
野
木
ホ
フ
マ
ン

館
）
は
、
観
光
と
学
習
・
地
域
振
興

の
拠
点
施
設
と
し
て
平
成
28
年
５
月

に
オ
ー
プ
ン
し
約
２
年
半
が
経
過
し

ま
し
た
。
開
館
以
来
、
来
館
者
数
も

15
万
人
に
達
し
、
町
内
外
か
ら
多
く

の
方
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
野

木
ホ
フ
マ
ン
館
と
そ
の
付
属
施
設
で

あ
る
「
野
木
町
煉
瓦
窯
」
と
「
体
験

学
習
施
設
」
を
活
用
し
多
く
の
世
代

や
地
域
を
越
え
た
交
流
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
野
木
町
煉
瓦
窯
や
渡
良
瀬
遊
水
地

の
自
然
な
ど
魅
力
あ
る
歴
史
・
自
然

環
境
の
中
で
、
今
後
も
よ
り
多
く
の

方
が
利
用
し
や
す
い
施
設
運
営
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
気
軽
に
学

習
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
、

地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
地
域
の
元

気
創
出
、
地
域
創
生
に
寄
与
で
き
る

施
設
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
野
木
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業

　
町
な
ら
で
は
の
優
れ
た
魅
力
の
あ

る
製
品
な
ど
の
付
加
価
値
の
向
上
と
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
野
木
ブ
ラ

ン
ド
認
定
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

４
月
よ
り
「
れ
ん
が
窯
め
し
」
が
新

た
に
追
加
さ
れ
、
現
在
15
品
が
ブ
ラ

ン
ド
品
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

この１年、町が重点的に進めている施策
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(※２）その他
8,917万円（1.0％）
●　自動車取得税交付金
●　地方特例交付金
●　株式等譲渡所得割交付金
　　　　　　　　　　　他

(※２）その他
8,917万円（1.0％）
●　自動車取得税交付金
●　地方特例交付金
●　株式等譲渡所得割交付金
　　　　　　　　　　　他

(※１）その他
2億2,828万円（2.6％）
●　財産収入
●　分担金及び負担金
●　諸収入
●　使用料及び手数料
●　寄附金

(※１）その他
2億2,828万円（2.6％）
●　財産収入
●　分担金及び負担金
●　諸収入
●　使用料及び手数料
●　寄附金

依依

存存

財財 源源
（4
2.6
％）

（4
2.6
％）

（
57.4％

）

（
57.4％

）

自自

主主 財財
源源

その他

2億1,625万円
（5.8％）
・町たばこ税
・軽自動車税

その他

2億1,625万円
（5.8％）
・町たばこ税
・軽自動車税

  
  
　　
　　
　　
　　
　　
町

税
　36
億9,381万円（42.9％

）

町
　民
　税

　　
　　
　　
　   
  　　　　　

　固定資産税

　　
1
7
億
91
9万
円
(4

6.3
％)
     
 17億6,837万円(47.9％

)　　

地方譲与税
1億65万円(1.2%)
地方譲与税
1億65万円(1.2%)

繰入金
8億1,501万円(9.5%)
繰入金
8億1,501万円(9.5%)

(※２)(※２)

地方交付税
6億6,102万円
(7.7%)

地方交付税
6億6,102万円
(7.7%)

町債
8億1,790万円
(9.5%)

町債
8億1,790万円
(9.5%)

地方消費税交付金

4億4,572万
円

　　　　(5.2%)

地方消費税交付金

4億4,572万
円

　　　　(5.2%)
県支出金
6億2,414万円
(7.2%)

県支出金
6億2,414万円
(7.2%)

国庫支出金
9億3,112万円
 (10.8%)

国庫支出金
9億3,112万円
 (10.8%)

(※１)(※１)

繰越金
2億819万円(2.4%)

繰越金
2億819万円(2.4%)

歳入 歳出

27 年度2625 28 290

20

40

60

80

100
億円

73
億
3
1
7
3
万
円

70
億
6
1
5
1
万
円

76
億
4
4
2
0
万
円

72
億
9
8
5
0
万
円

92
億
4
8
3
9
万
円

88
億
2
0
4
3
万
円

81
億
4
0
2
7
万
円

77
億
8
2
0
7
万
円

86
億
1
5
0
1
万
円

81
億
3
7
5
3
万
円

一般会計

平成29年度
平成29年度

決算報告決算報告

　

９
月
に
開
か
れ
た
、
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
29
年
度
の
各

会
計
の
決
算
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
86
億
１
５
０
０
万
８
０
３
６

円
、
歳
出
が
81
億
３
７
５
３
万
３
１
１
５
円
と
な
り
、
歳
入
歳

出
差
引
額
は
４
億
７
７
４
７
万
４
９
２
１
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
２
億
５
０
０
０
万
円
を
財
政
調
整
基
金
に
繰
り
入

れ
し
、
２
億
２
７
４
７
万
４
９
２
１
円
が
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ

れ
ま
し
た
。

煙児童保育事業　　　　　　　　　　　５億 ８５３万円

煙障害者自立支援費事業　　　　　　　４億４，３１０万円

煙児童手当給付事業　　　　　　　　　３億８，２８５万円

煙小山広域保健衛生組合負担金　　　　３億１，５７６万円

煙介護保険特別会計繰出金　　　　　　３億１，２０７万円

煙公共下水道事業特別会計繰出金　　　３億 ５１１万円

煙道路新設改良事業　　　　　　　　　２億４，７２３万円

煙友沼小学校校舎大規模改修事業　　　２億１，９８３万円

煙常備消防事務委託事業　　　　　　　２億１，６９２万円

煙国民健康保険特別会計繰出金　　　　１億７，３９４万円

煙企業誘致奨励金事業　　　　　　　　１億１，４３０万円

主な事業の決算（一般会計）
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商工費
7,645万円
（1.0％）

商工費
7,645万円
（1.0％）

農林水産業費
3億9,109万円
（4.8％）

農林水産業費
3億9,109万円
（4.8％）

土木費
9億4,711万円
（11.6％）

民生費
27億2,675万円
（33.5％）

総務費
10億6,284万円
（13.1％）

消防費
3億19万円
（3.7％）

消防費
3億19万円
（3.7％）

公債費
5億5,533万円
（6.8％）

公債費
5億5,533万円
（6.8％）

教育費
12億6,264万円
（15.5％）

議会費
1億1,270万円
（1.4％）

議会費
1億1,270万円
（1.4％）

衛生費
7億243万円
（8.6％）

１人当たりが
負担する町税

１人当たりに
使われるお金

町民税

６６,５４２円

民生費

１０６,１５７円
固定資産税

６８,８４６円

教育費

４９,１５７円
町たばこ税

６,２８４円

土木費

３６,８７３円
軽自動車税

２,１３５円

総務費・衛生費・公債費他

１２４,６２１円
平成３０年３月３１日住基人口２５,６８６人より計算

公債現在高

財産現在高

基金現在高

平成２９年度末現在

平成２９年度末現在

平成２９年度末現在

事 業 債 名 金 額 増減率（％）

一 般 会 計 事 業 債 ６６億７，３９５万円 ４．８

農業集落排水事業債 ３億１，１１５万円 △７．０

下 水 道 事 業 債 ４１億３，０９５万円 △２．１

町 営 墓 地 事 業 債 ５，６４６万円 ６．５

水 道 事 業 債 ８億５，３８９万円 △４．６

合 計 １２０億２，６４０万円 １．３

区 分 土 地（ ㎡ ） 建 物（ ㎡ ）

行政財産

本 庁 舎 ２４，３０６．９４ ５，２１３．２６

警 察（ 消
防） 施 設

３，３０８．５２ １，０５５．０８

その他の施設 ４，８８９．７０ ４５８．５４

公共用
財産

学 校 ２１３，５２５．１４ ４７，３９６．７２

公 営 住 宅 ２，０８４．００ ４９８．３６

公 園 ２７８，４６３．３１ ４４７．９９

児 童 館 ２，９０７．７０ １，０３７．３４

その他の施設 ２２０，２２７．７４ ２０，８２６．１２

普通財産 １１８，４７７．４３ ７７２．２４

合 計 ８６８，１９０．４８ ７７，７０５．６５

基 金 名 金 額 増減率（％）

財 政 調 整 基 金 ５億１，１３５万円 △２３．５

公 共 施 設 整 備 基 金 ４億１，６５４万円 △１６．１

義 務 教 育 施 設 整 備 基 金 １億７，３０１万円 △３８．９

減 債 基 金 １億１，３２１万円 △４６．９

ま ち づ く り 基 金 １億０，３５９万円 ０．０

災 害 基 金 ０，９５０万円 １１．８

地 域 福 祉 基 金 １億２，６４３万円 △４４．２

土 地 開 発 基 金 ２億 １０万円 △２８．６

介護保険給付費準備基金 １億 ５８０万円 ７４．２

重 要 文 化 財 野 木 町

煉 瓦 窯 保 存 基 金
４７４万円 １３．９

一般旅券印紙等購買基金 ２００万円 ０．０

国民健康保険財政調整基金 ３，５４５万円 △２．９



（10）

平成29年度
平成29年度

特別会計・
企業会計等
決算状況

特別会計・
企業会計等
決算状況

（公財）施設振興事業団

公営企業会計（消費税含）

特別会計

公益目的事業会計 ８，９７５万円 ８，９８８万円 △１３万円

収益事業等会計 ９０７万円 ７９３万円 １１４万円

法 人 会 計 １，０４２万円 １，１９１万円 △１４９万円

総 合 計 １億９２４万円 １億９７２万円 △４８万円

水 道 事 業

・ 収 益 的 収 支 ３億９，１５９万円 ３億５，０２０万円 ４，１３９万円

・ 資 本 的 収 支 ２，１７３万円 ４億４，７８１万円 △４億２，６０８万円

国 民 健 康 保 険 ３３億７，８０１万円 ３１億３，０７２万円 ２億４，７２９万円

介 護 保 険 １９億５，３４５万円 １８億５，５１３万円 ９，８３２万円

後期高齢者医療 ２億８，０１０万円 ２億７，７４９万円 ２６１万円

農業集落排水事業 ６，７５４万円 ６，５４０万円 ２１４万円

公共下水道事業 ７億６，１９３万円 ７億４，４１６万円 １，７７７万円

町 営 墓 地 事 業 ５，７８６万円 ３，１６４万円 ２，６２２万円

野木東工業団地周辺開発事業 １，３９２万４百円 １，３９１万９８百円 ６百円

国民健康保険税負担額

および給付状況

区 分 保険税負担額 保 険 給 付 額

１ 人 当 た り
一般被保険者 ７５，０５１円 ２７５，７５２円

退職被保険者等 ６２，５８７円 ２６１，３２６円

１世帯当たり
一般被保険者 １２６，６５３円 ４６５，３４５円

退職被保険者 １４３，５８２円 ５９９，５１２円

会 計 名

事 業 名

歳 入

歳 入

歳 出

歳 出

差 引

差 引

事 業 名 歳 入 歳 出 差 引

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する４億 2,608 万円は、当年度分損益勘定留保資金繰越金１億 2,226 万円、
思川浄水場施設整備積立金 8,110 万円、思川浄水場施設整備基金 1,967 万円、建設改良積立金１億 8,649 万円、当年度
分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 1,656 万円で補てんしました。
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平成30年度平成30年度

予算の執行状況予算の執行状況

0 1億 2億 3億 4億 5億01億2億3億4億

5億10億15億20億25億30億

0億 5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億 40億

0億 5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億 40億0億5億10億15億20億25億30億35億40億

公債現在高

財産現在高

基金現在高

平成３０年９月３０日現在

平成３０年９月３０日現在

平成３０年９月３０日現在

事 業 債 名 金 額 増減率（％）

一 般 会 計 事 業 債 ６３億９，３４６万円 ４．５

農業集落排水事業債 ２億９，８２５万円 △７．４

下 水 道 事 業 債 ３９億９，０８８万円 △２．４

町 営 墓 地 事 業 債 ５，３５１万円 １．０

水 道 事 業 債 ８億２，５２４万円 △４．５

合 計 １１５億６，１３４万円 １．０

基 金 名 金 額 増減率（％）

財 政 調 整 基 金 ７億６，１３７万円 １３．９

公 共 施 設 整 備 基 金 ４億１，６５７万円 △１６．１

義 務 教 育 施 設 整 備 基 金 １億７，３０１万円 △３８．９

減 債 基 金 １億１，３２１万円 △４６．９

ま ち づ く り 基 金 １億０，３５９万円 ０．０

災 害 基 金 ０，９５０万円 １１．８

地 域 福 祉 基 金 １億２，６４３万円 △４４．２

土 地 開 発 基 金 ２億　１０万円 △２８．５

介護保険給付費準備基金 １億０，５８０万円 ７４．２

重 要 文 化 財 野 木 町

煉 瓦 窯 保 存 基 金
４９１万円 １３．７

一般旅券印紙等購買基金 ２００万円 ０．０

国民健康保険財政調整基金 ３，５４５万円 △２．９

区 分 土 地（ ㎡ ） 建 物（ ㎡ ）

行政財産

本 庁 舎 ２４，３０６．９４ ５，２１３．２６

警察（消防）施設 ３，３０８．５２ １，０５５．０８

その他の施設 ４，８８９．７０ ４５８．５４

公共用
財産

学 校 ２１３，５２５．１４ ４７，３９６．７２

公 営 住 宅 ２，０８４．００ ４９８．３６

公 園 ２７９，８９１．３１ ４４７．９９

児 童 館 ２，９０７．７０ １，０３７．３４

その他の施設 ２２１，１３９．８３ ２０，７２８．８７

普通財産
森 林

１２０，１７４．８１ １，１３４．２４
その他の施設

合 計 ８７２，２２７．９５ ７７，９７０．４０
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受けていますか？女性のためのがん検診
～自己検診で早期発見をしましょう～

　日本人の死因第１位はがんであり、その中で女性特有のがんとして乳がんがあります。乳がん

にかかる女性は年々増えており、早期に発見し治療することが重要になります。早期発見のため、

定期的な健診を受けましょう。また、乳がんは自分で発見できる数少ないがんです。

月に１回（月経終了後１週間後、閉経後の人は月に１回実施する日を決めてなど）指で乳房全体を

まんべんなく触り、異常がないか確認することで、がんの早期発見率が高まります。

【乳がんにかかりやすい人】

①家族（祖母、母、姉妹）内で乳がんにかかった人がいる

②初潮が早く（11歳以下）、閉経が遅い（55歳以上）
③初産年齢が遅い（30歳以上）、または出産経験がない

【自己検診の方法】

①鏡の前で両腕を下げた状態で、左右の乳房や乳首の形を確認します。次に両腕をあげて乳房と

　乳首の状態を観察し、異常がないか確認します。

②（右側の乳房を調べる場合）仰向けに寝て、乳房内側半分を調べます。右腕を頭の後方に上げ、

　左手の指の腹で軽く圧迫し、まんべんなく触れます。

③乳房の外側を調べます。右腕は自然の位置に下げ、左手の指の腹で軽く圧迫し、まんべんなく

　触れます。

④脇の下に手を入れ、しこりの有無を確認します。

⑤乳首を軽くつまみ、血液のような異常な液が出ないか調べます。

　左側の乳房も②～⑤の手順で行います。

【しこりを見つけたら】

しこり等の異常がある場合は、検診ではなく、

乳腺外科等の医療機関を受診しましょう。

〈参考文献〉公益財団法人　日本対がん協会ホームページ

ゆ～らんど（野木町健康センター）お知らせ

★新館にてフィットネススタジオを開催いたします。トレーニングシュー

　ズをご持参下さい。（毎週木・金・土曜日、１１時～１９時３０分）

★馬場純子先生による‘やさしいヨガ教室’を開催しております。

　（毎週月曜日、１０時３０分～１１時３０分）

★１１月のお風呂　温泉…（男女露天風呂）１０日（土）・１１日（日）・２４日（土）・２５日（日） 《西那須野温泉大鷹の湯》

※開館時間１０時～２０時　※酒類の持ち込み禁止　※ゆ～らんどに入館する際に入場料が必要になります。

※都合により変更、臨時休館になる場合がございます。詳しくはお問い合わせください。

住所　野木町南赤塚１５１４－１
電話　０２８０（５７）０７５５
指定管理者　宮ビルサービス㈱
休館日　火曜日

36

問健康福祉課　撒（57）4171



（13） 記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
す

問
総
務
課
　
　
　
撒（
57
）４
１
１
２

【
緊
急
地
震
速
報
訓
練
】

日
11
月
1
日（
木
）10
時
頃

防
災
行
政
無
線
内
容
例

①
チ
ャ
イ
ム
音

②
こ
ち
ら
は
野
木
町
役
場
で
す
。た

　
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

③
緊
急
地
震
速
報
。大
地
震（
お
お
じ

　
し
ん
）で
す
。大
地
震
で
す
。こ
れ

　
は
訓
練
放
送
で
す
。×
３
回

④
こ
ち
ら
は
、野
木
町
役
場
で
す
。こ

　
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。

⑤
チ
ャ
イ
ム
音

【
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
】

日
11
月
21
日（
水
）11
時
頃

防
災
行
政
無
線
内
容
例

①
チ
ャ
イ
ム
音

②「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

　
で
す
」×
３

③「
こ
ち
ら
は
、野
木
町
役
場
で
す
」

④
チ
ャ
イ
ム
音

容
こ
れ
ら
の
訓
練
は
、国
か
ら
の
送

　
信
さ
れ
る
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
を
活

　
用
し
、防
災
行
政
無
線
及
び
登
録

平
成
31
年
成
人
式

問
生
涯
学
習
課
　
撒（
57
）４
１
８
８

　
成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
町
外
に
住
所
を
移
さ
れ
て

い
る
新
成
人
の
方
が
参
加
を
希
望
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
11
月
29
日（
木
）

ま
で
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。
な
お
、

連
絡
が
遅
れ
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
平
成
31
年
１
月
13
日（
日
）10
時
〜

　（
受
付
　
９
時
20
分
〜
）

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

容
式
典
・
記
念
写
真
撮
影
等

対
平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年

　
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
町
在
住
者

　
お
よ
び
本
町
出
身
者

※
案
内
状
は
、
12
月
上
旬
に
届
く
よ

　
う
に
発
送
し
ま
す
。

　
制
メ
ー
ル
が
、正
常
に
起
動
す
る

　
か
の
確
認
を
行
う
も
の
で
す
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、緊
急
地
震
速
報
・

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
等
、対
処
に

　
時
間
的
余
裕
の
な
い
事
態
に
関
す

　
る
情
報
を
人
工
衛
星
を
用
い
て
国

　
か
ら
送
信
し
、防
災
行
政
無
線
や

　
登
録
制
メ
ー
ル「
野
木
町
た
よ
り
」

　
を
自
動
起
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
国
か
ら
直
接
町
民
の
皆
様
に
対
し

　
緊
急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ

　
ス
テ
ム
で
す
。

※
訓
練
は
、災
害
等
が
発
生
し
た
場

　
合
又
は
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
、

　
中
止
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

水
道
の
圧
力
低
下
に
つ
い
て

問
思
川
浄
水
場
　
撒（
56
）０
０
３
８

　
浄
水
場
の
電
気
設
備
定
期
点
検
に

伴
い
、
町
内
の
一
部
地
域
で
水
道
水

の
圧
力
低
下
に
よ
り
水
が
出
に
く
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
11
月
8
日（
木
）１
時
〜
５
時

広報のぎ

町からのお知らせ １１
２０１８

〈野木町役場〉０２８０（５７）４１１１代表
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.lg.jp/

日 容 儡所 定対 申

今月の納期

　◇国民健康保険税　第５期　◇介護保険料　第５期

　　後期高齢者　第５期
　　医療保険料
◇

※ 町の事業の申込受付は、特に指定のない
限り土・日曜日、祝日、年末年始を除く
８時３０分～１７時１５分（「としょかん」「こど
もひろば」「生涯学習」「スポーツ」「野木ホ
フマン館」を除く）
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お知らせ

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

煉
瓦
窯
冬
フ
ェ
ス
タ 

「

絆
を
つ
な
ぐ
温
か
な
灯
り
　
　
　

　
　
　
恋
人
の
聖
地
で
煌
め
く
冬
」

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

日
12
月
８
日（
土
）

所
野
木
町
煉
瓦
窯
お
よ
び
野
木
ホ
フ

　
マ
ン
館

内
容

○
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　（
煉
瓦
窯
西
側
芝
生
、煉
瓦
窯
フ
ェ

　
ン
ス
等
）

　
17
時
30
分
〜
20
時

　（
平
成
31
年
２
月
17
日
ま
で
継
続
）

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

　
17
時
30
分
〜

　
点
灯
式
で
は
藤
田
雄
大
さ
ん
に
よ

る
「
ナ
イ
ト
グ
ロ
ー
」
と
、
カ
ッ
プ

ル
達
に
よ
る
「
ウ
ッ
ド
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
」（
下
記
参
照
）を
開
催
し
ま

す
！（
雨
天
中
止
）

○
煉
瓦
窯
見
学
ツ
ア
ー

　（
受
付
は
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
ロ
ビ
ー
）

　
13
時
〜
17
時（
最
終
受
付
16
時
30
分
）

儡
高
校
生
以
上
１
０
０
円

　
中
学
生
以
下
無
料

○
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
イ
ベ
ン
ト

　
ホ
フ
マ
ン
館
に
懐
か
し
い
昭
和
の

車
が
集
合
し
ま
す
！

日
12
月
８
日（
土
）10
時
〜
15
時

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
前
広
場
、
メ
タ

　
セ
コ
イ
ア
並
木
道

煉
瓦
窯
冬
フ
ェ
ス
タ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

※
い
ず
れ
も
事
前
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
当
日
直
接
会
場
ま
で
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

○
バ
ン
ブ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
を

　
楽
し
も
う
！

　
竹
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
タ
ン
ド
に
、

色
紙
や
セ
ロ
ハ
ン
を
使
っ
て
自
分
だ

け
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
よ
う
！

完
成
し
た
ら
煉
瓦
窯
の
周
り
に
置
き

火
を
灯
し
ま
す
。
そ
の
後
、
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
12
月
８
日（
土
）15
時
〜
17
時 

　

　（
最
終
受
付
16
時
30
分
）

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
研
修
室
１

儡
無
料
　
定
先
着
50
人

講
師
　
竹
と
ん
ぼ
の
会

　
　
　
オ
ピ
ニ
オ
ン
友
の
会

対
小
学
生

○
ハ
ー
ト
型
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
ろ
う
！

　
陶
芸
用
の
粘
土
で
、
恋
人
の
聖
地

に
ち
な
ん
だ
ハ
ー
ト
型
ペ
ン
ダ
ン
ト

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
後
日
焼
成
し
て

お
渡
し
し
ま
す
。

日
12
月
８
日（
土
）10
時
〜
13
時

所
ホ
フ
マ
ン
館
研
修
室
１

儡
２
０
０
円

講
師
　
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
職
員

○
石
窯
料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
寒
い
冬
に
も
負
け
な
い
暖
か
な
石

窯
の
火
で
料
理
体
験
！
ど
な
た
で
も

ど
う
ぞ
！

日
12
月
８
日（
土
）

　
①
10
時
〜

　
②
12
時
〜

所
石
窯
、
体
験
学
習
施
設

儡
５
０
０
円
　
定
各
回
先
着
10
人
程
度

講
師
　
チ
ー
ム
の
ぎ
石
窯
サ
ポ
ー
タ
ー

煉
瓦
窯
冬
フ
ェ
ス
タ 

参
加
者
募
集

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

○
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
飾
り
付
け
　

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
煉
瓦
窯
の
周
り
で
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
飾
り
付
け
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
飾
り
付
け

　
11
月
16
日（
金
）13
時
〜
16
時

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館

申
11
月
１
日（
木
）〜
14
日（
水
）

　
電
話
ま
た
は
直
接
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
へ

持
ち
物
　
軍
手

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

○
ウ
ッ
ド
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
参
加

　
者
募
集

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
に
合

わ
せ
て
ウ
ッ
ド
キ
ャ
ン
ド
ル
へ
の
着

火
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
カ
ッ
プ

ル
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
12
月
８
日（
土
）17
時
30
分（
点
灯
式
）〜

定
先
着
10
人

申
11
月
１
日（
木
）〜
14
日（
水
）

　
電
話
ま
た
は
直
接
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
へ

対
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

　
同
伴
）

煉
瓦
窯
冬
フ
ェ
ス
タ

模
擬
店
募
集

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

日
12
月
８
日（
土
）10
時
〜
15
時
30
分

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
敷
地
内

　（
れ
ん
が
広
場
前
駐
車
場
）

出
店
数
　
申
込
者
多
数
の
場
合
は
調

　
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
11
月
１
日（
木
）〜
14
日（
水
）

　
所
定
の
申
込
書
等
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
上
、
直
接
野
木
ホ
フ
マ
ン

　
館
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
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お知らせ

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
は

電
子
証
明
書
の
取
得
が 
必
要
で
す

問
住
民
課
　
　
　
撒（
57
）４
１
２
６

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

き
の
利
用
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）に
搭
載

さ
れ
て
い
る
電
子
証
明
書
（
公
的
認

証
サ
ー
ビ
ス
）
の
取
得
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
申
請
受
付

し
て
か
ら
お
渡
し
ま
で
約
１
ヶ
月
か

か
り
ま
す
。
必
要
な
方
は
、
余
裕
を

持
っ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

電
子
証
明
書
の
更
新
は
現
在
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
切
れ

た
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

日
曜
交
付
の
お
知
ら
せ

問
住
民
課
　
　
　
撒（
57
）４
１
２
６

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
）
の
お
渡
し
は
、
役
場
開

庁
時
間
内
で
す
が
、
平
日
来
庁
が
困

難
な
方
の
た
め
に
、
交
付
業
務
を
行

い
ま
す
。

日
11
月
25
日（
日
）９
時
〜
12
時

所
住
民
課

持 

参
す
る
物
　
カ
ー
ド
交
付
の
案
内

ハ
ガ
キ
・
通
知
カ
ー
ド
・
本
人
確

認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）・
印
鑑

登
録
証（
お
持
ち
の
方
）・
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

問
総
務
課
　
　
　
撒（
57
）４
１
１
４

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
30
年
９
月
ま

で
の
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
町
政
に
対
す
る
理

解
と
信
頼
を
深
め
、
町
政
へ
の
町
民

参
加
を
促
進
し
、
公
正
で
開
か
れ
た

町
政
を
実
現
す
る
た
め
に
町
が
保
有

す
る
情
報
を
請
求
に
応
じ
て
公
開
す

る
も
の
で
す
。

※
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
公
開
請
求
の
件
数
及
び
処
理
状
況

※
未
決
定
件
数
と
は
、
次
回
の
集
計

　
期
間
に
公
開
決
定
等
を
繰
り
越
し

　
た
件
数
を
い
い
ま
す
。

※
一
件
の
請
求
に
対
し
、
複
数
の
決

　
定
等
が
為
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た

　
め
、
請
求
件
数
と
処
理
件
数
は
必

　
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

②
審
査
請
求
の
状
況

平
成
30
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

問
総
務
課
　
　
　
撒（
57
）４
１
１
２

　
小
山
市
消
防
署
野
木
分
署

　
　
　
　
　
　
　
撒（
57
）１
１
１
９

11
月
９
日（
金
）〜
15
日（
木
）

『
忘
れ
て
な
い
？

　
　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に 

火
の
用
心
』

（
平
成
30
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
の
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防
の
意

識
を
一
層
高
め
、
家
庭
や
地
域
か
ら

の
火
災
発
生
を
防
止
し
、
犠
牲
者
や

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

期
間
中
の
実
施
事
項

・
消
防
団
に
よ
る
火
災
予
防
サ
イ
レ

　
ン
吹
鳴
（
19
時
に
15
秒
鳴
ら
し
、

　
６
秒
停
止
を
３
回
繰
り
返
し
）

・
消
防
職
員
が
住
宅
訪
問
し
、
防
火

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
防
火

　
を
呼
び
か
け
ま
す
。

・
野
木
分
署
・
消
防
団
の
車
両
に
よ
る

　
管
内
の
巡
回
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

・
事
業
所
に
対
す
る
特
別
査
察
な
ど

　
を
実
施
し
ま
す
。

未
決
定
件
数

公
文
書
不
存
在
件
数

非
公
開
件
数

公開件数 請求件数

部
分
公
開
件
数

全
部
公
開
件
数

前
回
の
集
計
期
間
内
の
請
求
分 

　
　
　
　
で
繰
り
越
し
た
件
数

今
回
の
集
計
期
間
内
の
請
求
分

０ ０ ０ ２ ０ ０ ２

処理状況 前
回
の
集
計
期
間
内
か
ら
の
繰
り
越
し
件
数

今
回
の
集
計
期
間
内
の
審
査
請
求
件
数

審
理
中

取
下
げ

裁決済

却
下

棄
却

一
部
認
容

認
容

０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０
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お知らせ

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す

問
総
務
課
　
　
　
撒（
57
）４
１
２
８

　
交
通
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、

お
子
さ
ま
の
い
る
家
庭
で
新
し
く

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
さ
れ
た

際
に
、
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

・
保
護
者（
養
育
者
）及
び
お
子
さ
ま

　
が
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
お
子
さ
ま
が
６
歳
未
満
の
方
（
※

　
乳
児
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
申
請
）

・
安
全
基
準
に
適
合
す
る
チ
ャ
イ
ル

　
ド
シ
ー
ト（
中
古
品
を
除
く
）

補
助
額

・
乳
幼
児
１
人
に
つ
き
１
台
に
限
る

　
も
の
と
す
る
。

・
購
入
費
用（
消
費
税
を
含
む
）の
３ 

　

分

の

１（
１
台
に
つ
き
限
度
額
は 

　
１
万
円
、１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
送
料
等
の
経
費
は
補
助
の
対
象
外
で
す
。

補
助
金
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

・
品
質
保
証
書
そ
の
他
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト
の
製
造
元
、
品
名
等
が
確

　
認
で
き
る
書
類

　（
例
　
取
扱
い
説
明
書
等
）

・
印
鑑
（
申
請
者
自
身
が
申
請
書
に

　
署
名
し
た
場
合
は
省
略
可
）

・
振
込
口
座
情
報
（
金
融
機
関
名
・

　
支
店
名
・
預
金
種
目
・
口
座
番
号
・

　
口
座
名
義
人
）

・
領
収
書
等
（
店
名
及
び
品
名
の
記

　
載
さ
れ
た
も
の
）
※ 

原
本
添
付

【
カ
ー
ド
払
い
の
場
合
】

・
納
品
書（
購
入
明
細
書
）

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
引
落
し
明
細

【
代
金
引
換
の
場
合
】

・
納
品
書（
購
入
明
細
書
）

・
代
金
引
換
領
収
書

野
木
町
安
全
・
安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

問
健
康
福
祉
課
　
撒（
57
）４
１
９
６

　
地
域
に
は
高
齢
の
一
人
暮
ら
し
・

高
齢
者
世
帯
・
要
介
護
の
方
・
障
が

い
の
あ
る
方
な
ど
日
常
の
見
守
り
が

必
要
な
方
や
、
災
害
時
に
支
援
が
必

要
な
方
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
協

力
し
て
見
守
り
が
必
要
な
方
々
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
、
さ
り
げ
な
い
見
守

り
や
ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
き
を
通
し

て
、
認
知
症
ケ
ア
や
異
変
の
早
期
発

見
に
つ
な
が
る
よ
う
地
域
に
安
心
の

輪
を
広
げ
る
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
随
時
、
要
配
慮
者
（
見
守
ら
れ
る

人
）
又
は
協
力
者
（
見
守
る
人
）
の

登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
３
つ
の

　
ポ
イ
ン
ト（
具
体
的
事
例
）

① 

声
か
け
、
訪
問
に
よ
る
日
常
の
安

否
確
認

・
郵
便
物
や
新
聞
が
ポ
ス
ト
に
た
ま

　
っ
て
い
る

・
何
日
も
同
じ
洗
濯
物
が
干
し
て
あ
る

・
い
つ
も
の
時
間
に
雨
戸
が
開
か
な
い

・
最
近
外
出
し
て
い
る
姿
を
見
な
い

② 

異
変
を
発
見
し
た
場
合
の
必
要
な

支
援（
町
ま
た
は
消
防
に
連
絡
）

・
不
自
然
な
服
装
（
パ
ジ
ャ
マ
や
季

　
節
に
合
わ
な
い
服
装
な
ど
）
を
し

　
て
い
る

・
帰
り
道
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い

　
る
様
子
で
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る

③
災
害
時
の
支
援（
避
難
誘
導
支
援
）

※
緊
急
性
の
あ
る
場
合
に
は
、救
急
・

　
警
察
へ
の
通
報
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

申 

要
配
慮
者（
見
守
ら
れ
る
人
）又
は

協
力
員（
見
守
る
人
）の
ご
登
録
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
問
い
合
わ
せ

先
ま
で

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー
の

ラ
ン
ナ
ー
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
３
８

　
平
成
16
年
、
小
山
市
で
幼
い
兄
弟

が
虐
待
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
て
し

ま
う
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
」
は
、
児

童
虐
待
防
止
の
願
い
を
込
め
た
活
動

と
し
て
た
く
さ
ん
の
人
の
共
感
を
得

て
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
野
木
町
で
も
多
く
の
方
に
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
運
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
こ
の
た
す
き
を
繋
ぐ
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
た
す

き
リ
レ
ー
の
ラ
ン
ナ
ー
と
啓
発
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
第

47
回
野
木
町
駅
伝
大
会
の
際
に
「
オ

レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
チ
ー
ム
」
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
平
成
31
年
１
月
20
日（
日
）

所
町
役
場
別
館
に
集
合

参
加
資
格

○
ラ
ン
ナ
ー

　
高
校
生
以
上
の
方
。
選
手
７
人
・

　
補
欠
１
人
の
計
８
人
（
一
般
男
子

　
の
部
で
の
参
加
と
な
り
ま
す
の
で
、

　
女
子
２
人
ま
で
参
加
可
能
で
す
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
中
学
生
以
上
の
方
。
10
人（
ゴ
ー
ル

　
地
点
や
中
継
地
点
で
の
啓
発
活
動
）

申
11
月
30
日（
金
）ま
で
に
問
い
合
わ

　
せ
先
へ

※
申
請
書
は
こ
ど
も
教
育
課
窓
口
ま

　
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
申
し
込
み
後
に
ご

　
案
内
し
ま
す
。

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申
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お知らせ

平
成
31
年
度 

学
童
保
育
室
児
童
募
集

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
３
８

　
学
童
保
育
室
で
は
、
下
校
後
の
児

童
に
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、

仲
間
と
仲
良
く
ル
ー
ル
を
守
っ
て
生

活
で
き
る
よ
う
指
導
、
支
援
を
し
ま

す
。

　
町
在
住
で
、
保
護
者
が
就
労
な
ど

で
日
中
留
守
の
家
庭
の
、
保
育
室
に

通
え
る
小
学
生
が
対
象
で
す
。

　
な
お
、
現
在
学
童
保
育
室
に
入
所

し
て
い
る
方
も
、
新
年
度
の
申
請
手

続
き
が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
こ
ど

も
教
育
課
・
各
学
童
保
育
室
で
配
布
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
期
間
内
に
申
し
込
み
が
無
い
場
合

　
は
、
学
童
保
育
室
の
面
積
等
の
基

　
準
に
よ
り
入
所
で
き
な
い
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

※
夏
休
み
の
み
利
用
を
希
望
さ
れ
る

　
方
の
申
請
も
同
時
に
受
付
し
ま
す
。

興
友
沼
学
童
保
育
室
１
・
２

所
友
沼
９
１
６（
友
沼
小
学
校
内
）

定
保
育
室
１
・
38
人
　
保
育
室
２
・
20
人

興
野
木
学
童
保
育
室

所
野
木
２
４
６
９
‐
３

定
40
人

興
佐
川
野
学
童
保
育
室
１
・
２

所
佐
川
野
１
８
０
６
‐
13
（
佐
川
野
小
学
校
内
）

定
保
育
室
１
・
40
人
　
保
育
室
２
・
16
人

興
南
赤
塚
学
童
保
育
室
１
・
２

所
中
谷
５
１
３
‐
２

定
そ
れ
ぞ
れ
35
人

興
新
橋
学
童
保
育
室
１
・
２
・
３
・
４

所
友
沼
５
１
１
０
‐
２
（
新
橋
小
学
校
内
）

定
保
育
室
１
〜
３
・
各
38
人
　

　
保
育
室
４
・
19
人

保
育
時
間

▽
月
〜
金
曜
日

　
下
校
時
〜
18
時（
延
長
保
育
19
時
）

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
等
　
８
時
〜
18
時

　（
早
朝
保
育
７
時
30
分
〜
）

　（
延
長
保
育
19
時
ま
で
）

受
付
時
間

　
11
月
９
日（
金
）〜
27
日（
火
）

　
（
土
日
祝
を
除
く
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

※
期
間
中
の
金
曜
日
・
祝
前
日（
９
日
、

　
16
日
、22
日
）は
受
付
時
間
を
19
時

　
ま
で
延
長
し
ま
す
。

興
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
親
子
ク
ラ
ブ

問
ク
ラ
ブ
指
導
員

　
細
川
道
代
　
　
撒（
57
）１
８
２
４

所
南
赤
塚
７
７
８
‐
40（
あ
か
つ
か

　
児
童
セ
ン
タ
ー
内
児
童
ク
ラ
ブ
室
）

定
50
人

保
育
時
間

▽
月
〜
金
曜
日

　
下
校
時
〜
18
時
45
分

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
等

　
７
時
30
分
〜
17
時
30
分

受
付
期
間

　
11
月
９
日（
金
）〜
27
日（
火
）

　（
土
日
祝
を
除
く
）

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
親
子
ク
ラ
ブ
へ
の
申

　
請
は
、
町
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

　
直
接
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
親
子
ク
ラ
ブ

　
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

野
木
町
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
講
座

問
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
撒（
33
）６
８
７
８

日
12
月
15
日（
土
）10
時
〜
12
時

所
町
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　「
多
目
的
室
１
」

講
師
　
山
田
　
昇
　
氏
（
佐
野
日
本

　
大
学
短
期
大
学
総
合
キ
ャ
リ
ア
教

　
育
学
科
教
授
）

容
地
域
で「
お
互
い
様
」活
動
を
考
え

　
る
―
支
え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

　
く
り
と
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
―

対
町
在
住
在
勤
者
　
定
先
着
30
人

申
11
月
５
日（
月
）〜
22
日（
木
）

　
電
話
又
は
直
接
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ

　
ン
タ
ー
窓
口
へ

渡
良
瀬
遊
水
地
サ
イ
ク
リ
ン
グ

＆
ピ
ザ
焼
き
体
験
参
加
者
募
集

問
未
来
開
発
課
　
撒（
５７
）４
２
６
０

　
渡
良
瀬
遊
水
地
の
自
然
を
堪
能
し

な
が
ら
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
、

ピ
ザ
焼
き
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
11
月
17
日（
土
）10
時
〜
12
時

　
９
時
40
分
集
合（
雨
天
の
場
合
は

　
講
座
）

定
先
着
10
人（
小
学
３
年
生
以
上
）

儡
８
０
０
円（
ピ
ザ
焼
き
体
験
費
用
等
）

集
合
場
所
　
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
駐
車
場

申
11
月
９
日（
金
）ま
で
に
問
い
合
わ

　
せ
先
に
電
話
で
申
し
込
み

　
そ
の
他

　
　
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
の

　
上
、
小
中
学
生
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

　
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
自
転
車
を
持
参
し
て
い
た
だ
く
こ

　
と
は
可
能
で
す
。
持
参
し
な
い
方

　
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル（
電
動
ア
シ

　
ス
ト
車
）
を
無
料
で
お
貸
し
し
ま

　
す
。
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記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

み
そ
づ
く
り
講
習
会

問
産
業
課
　
　
　
撒（
57
）４
１
５
１

　
町
内
で
生
産
さ
れ
た
大
豆
・
米
を

使
用
し
て
、
じ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
、

来
年
の
秋
に
は
お
い
し
い
手
作
り
味

噌
が
ご
賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。

（
１
回
目
）

日
12
月
４
日（
火
）、
５
日（
水
）、

　
７
日（
金
）

　
９
時
〜
（
４
日
は
下
準
備
）

（
２
回
目
）

日
12
月
11
日（
火
）、
12
日（
水
）、

　
14
日（
金
）

　
９
時
〜
（
11
日
は
下
準
備
）

所
町
農
産
物
加
工
施
設

　（
野
木
町
友
沼
４
９
５
２
‐
１
）

対
町
在
住
の
方
で
３
日
間
参
加
で
き  

　
る
方

定
各
回
と
も
先
着
10
人

儡
５
３
０
０
円（
材
料
費
等
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
白

　
タ
オ
ル
５
枚
、
長
靴
（
き
れ
い
に

　
洗
っ
た
も
の
）、
味
噌
を
入
れ
る

　
樽（
30
渥
位
の
も
の
）、
マ
ス
ク

申
11
月
５
日（
月
）〜
９
日（
金
）参
加

　
費
を
添
え
て
、
本
人
が
問
い
合
わ

　
せ
先
へ
。
申
し
込
み
の
際
に
詳
し

　
い
内
容
を
差
し
上
げ
ま
す
。

定
住
促
進
補
助
金
の
ご
案
内

問
未
来
開
発
課
　
撒（
57
）４
１
７
８

　
町
内
に
新
た
に
住
宅
を
取
得
さ
れ

た
方
に
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
対
象
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

①
転
居
又
は
転
入
に
よ
り
新
た
に
専

　
用
住
宅
、
併
用
住
宅
又
は
区
分
所

　
有
建
物
を
取
得
す
る
者

②
２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で
に
住

　
宅
を
取
得
し
、
取
得
か
ら
１
年
以

　
内
に
入
居
し
、
か
つ
そ
の
住
宅
に

　
５
年
以
上
定
住
す
る
こ
と
を
誓
約

　
し
た
者

③
住
宅
を
取
得
し
た
時
点
で
50
歳
以
下

④
入
居
す
る
世
帯
員
が
２
名
以
上

⑤
取
得
し
た
住
宅
が
共
有
名
義
で
あ

　
る
と
き
は
、
そ
の
代
表
者

⑥
世
帯
員
に
町
税
等
の
滞
納
が
な
い

　
こ
と
。
ま
た
、
転
入
者
は
前
住
所

　
地
の
市
区
町
村
税
等
の
滞
納
が
な

　
い
こ
と

対
象
住
宅

　
２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で
に
取

　
得
し
た
新
築
住
宅
又
は
中
古
住
宅

　
と
し
（
た
だ
し
、
建
て
替
え
に
よ

　
り
取
得
し
た
住
宅
は
除
く
）、
取

　
得
し
た
住
宅
が
建
築
基
準
法
及
び

　
都
市
計
画
法
の
規
定
に
適
合
し
て

　
い
る
こ
と

交
付
額

　
新
築
住
宅
　
15
万
円

　
中
古
住
宅
　
10
万
円

交
付
回
数

　
１
回
限
り

補
助
金
の
申
請

　
住
宅
を
取
得
し
て
か
ら
１
年
以
内

　
に
、
補
助
金
交
付
申
請
書
及
び
次

　
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る
　

　
住
民
票
謄
本
（
続
柄
記
載
）

②
定
住
誓
約
書

③
建
物
登
記
簿
の
全
部
事
項
証
明
　

　
書
の
写
し

④
建
物
の
平
面
図
及
び
位
置
図
の
　

　
写
し

⑤
町
外
か
ら
の
転
入
者
に
つ
い
て
　

　
は
、
直
近
の
住
所
地
で
の
納
税
　

　
証
明
書
等

⑥
未
登
記
家
屋
に
あ
っ
て
は
、
取
　

　
得
関
係
が
わ
か
る
書
類

※
詳
し
く
は
、
未
来
開
発
課
移
住
定

　
住
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
札
参
加
資
格
審
査
の

申
請
受
付（
物
品
・
役
務
）

問
政
策
課
　
　
　
撒（
５７
）４
１
１
８

　
平
成
31
・
32
年
度
に
野
木
町
が
行

う
入
札
や
見
積
も
り
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
事
業
者
の
方
は
、
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
書
類

　
要
項
を
ご
覧
の
う
え
、
必
要
書
類

　
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
要
項
・

　
様
式
等
は
、
町
政
策
課
で
配
布
の

　
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。

業
種

　
物
品
・
役
務

受
付
期
間

　
12
月
３
日（
月
）〜
17
日（
月
）

　（
土
・
日
は
除
く
）

　
９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

受
付
方
法

　
町
政
策
課
契
約
管
財
係
に
持
参
ま

　
た
は
簡
易
書
留
に
て
郵
送
　
　
　

　（
12
月
17
日
消
印
有
効
）

そ
の
他

　「
建
設
工
事
」・「
測
量
・
建
設
コ

　
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
」
の
申
請
受
付

　
は
、
平
成
31
年
１
月
中
旬
頃
を
予

　
定
し
て
い
ま
す
。
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全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

問
生
活
環
境
課
　
撒（
57
）４
１
３
２

　
女
性
に
対
す
る
配
偶
者
・
パ
ー
ト

ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
様
々
な

相
談
に
つ
い
て
、
期
間
中
時
間
を
延

長
し
て
女
性
の
人
権
問
題
に
詳
し
い

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員

が
お
受
け
し
ま
す
。

期
間
　
11
月
12
日（
月
）〜
18
日（
日
）

時
間
　
８
時
30
分
〜
19
時

　（
土
・
日
曜
日
　
10
時
〜
17
時
）

実
施
機
関
　
宇
都
宮
地
方
法
務
局
　

　
栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
撒
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

　
　（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
相
談
は
秘
密
厳
守
と
な
り
ま
す
の

　
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12
月
４
日
〜
10
日
は 

「
人
権
週
間
」
で
す
　
　

〜
人
権
週
間
特
設
相
談
〜

問
生
活
環
境
課
　
撒（
57
）４
１
３
２

　
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
昭

和
23
年
12
月
10
日
を
記
念
し
て
、
毎

年
12
月
10
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週

間
が
人
権
週
間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
人
権
週
間
に
ち
な
み
、
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
女
性
・

子
ど
も
・
高
齢
者
等
の
人
権
問
題
、

近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お
困
り
の
方

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し

ま
す
。

日
11
月
30
日（
金
）９
時
〜
12
時

　【
受
付
　
11
時
30
分
ま
で
】

所
ホ
ー
プ
館
１
階
相
談
室
（
町
社
会

　
福
祉
協
議
会
）

儡
無
料

※
相
談
は
秘
密
厳
守
と
な
り
ま
す
の

　
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
講
演
会
　
　
　
　

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権

〜
ネ
ッ
ト
被
害
か
ら
大
切
な
人
を
守
ろ
う
〜

」

問
生
活
環
境
課
　
撒（
57
）４
１
３
２

　
人
権
週
間
に
あ
た
り
、
広
く
町
民

の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
だ
く
た
め
、
人
権
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

 

今
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権

を
テ
ー
マ
に
、
近
年
問
題
に
な
っ
て

い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
子
ど
も
の
人
権
侵

害
や
ネ
ッ
ト
掲
示
板
で
の
差
別
書
き

込
み
等
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

す
。
誰
も
が
加
害
者
に
も
被
害
者
に

も
な
る
恐
れ
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
「
人
権
」
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
で
、
大
切
な
人
を
守
る
た
め
の
知

識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

日
11
月
26
日（
月
）

　
13
時
開
場
、
13
時
20
分
開
演

所
町
役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

講
師
　
佐
藤
　
佳
弘
　
氏 

（
情
報
文

　
化
総
合
研
究
所
代
表
取
締
役
所
長
、

　
武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授
）

定
１
０
０
人
程
度（
無
料
・
手
話
通
訳
あ
り
）

き
ら
り
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
事
業
の
参
加
者
募
集

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　「
き
ら
り
館
」　
撒（
23
）１
２
３
１

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
関
心
や

理
解
を
深
め
、
活
動
を
始
め
る
き
っ

か
け
と
し
て
体
験
事
業
を
開
催
致
し

ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
方
、

興
味
の
あ
る
方
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
11
月
11
日（
日
）、25
日（
日
）　
　

　
８
時
30
分
〜
11
時

※
ど
ち
ら
か
一
日
の
み
の
参
加
で
も
可

所
の
ぎ
水
辺
の
楽
校
（
清
水
谷
）

容
の
ぎ
水
辺
の
楽
校
や
ホ
タ
ル
生
息

　
エ
リ
ア
の
清
掃
、除
草
、せ
せ
ら
ぎ

　
保
全
等
の
作
業
体
験
。

持
ち
物
等

　
軍
手
・
鎌
等
・
汚
れ
て
も
良
い
服

　
装
（
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
長
靴
等
）

定
15
人
程
度

申
11
月
１
日（
木
）〜
９
日（
金
）

　
問
い
合
わ
せ
先
へ（
月
曜
休
館
）

共
催

　
の
ぎ
水
辺
の
楽
校
応
援
倶
楽
部

人
権
標
語

　
　
話
し
て
ご
ら
ん

　
　
　
　
　
　
相
談
の
る
よ
　
力
に
な
る
よ

佐
川
野
小
学
校
　
井い

の
う
え上

　
唯ゆ

あ愛

（
平
成
30
年
度
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
作
品
審
査
会
で
の
優
秀
作
品
か
ら
選
出
し
た
も
の
で
す
）
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き
ら
り
大
楽
院
公
開
講
座
受
講
生
募
集
！ 
佐
野
市
の
観
光
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
視
察

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　「
き
ら
り
館
」

　
撒（
23
）１
２
３
１

　
姉（
23
）１
２
３
２

　
死kirarikan

@
pearl.ocn

.n
e.jp

　
地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座
と
し
て
佐
野

市
の
ま
ち
づ
く
り
、
関
連
施
設
な
ど

の
見
学
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

下
さ
い
。

日
11
月
13
日（
火
）※
小
雨
決
行

　
町
役
場
本
館
前
　
８
時
30
分
集
合

　
８
時
45
分
発
〜
16
時
30
分
帰
着
　 

　（
町
バ
ス
使
用
）

コ
ー
ス
　
佐
野
市
役
所
（
ま
ち
づ
く

　
り
説
明
）
〜
関
連
施
設
見
学
〜
道

　
の
駅
「
ど
ま
ん
な
か
た
ぬ
ま
」（
昼

　
食
）
〜
吉
澤
記
念
美
術
館
見
学
・

　
葛
生
化
石
館
見
学

定
先
着
30
人

儡
無
料（
見
学
料
・
昼
食
は
各
自
負
担
）

申
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

　
ル
で
き
ら
り
館
へ（
月
曜
休
館
）

「
き
ら
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
」 

は
じ
め
よ
う
　
キ
ラ
リ
な
野
木
で
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

〜
み
ん
な
笑
顔
の
ま
ち
づ
く
り
〜

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　「
き
ら
り
館
」　
撒（
23
）１
２
３
１

　
き
ら
り
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
に
よ
る
展
示
や

活
動
紹
介
を
メ
イ
ン
に
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
模
擬
店
な
ど
の
飲
食
コ
ー

ナ
ー
や
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
11
月
24
日（
土
）10
時
〜
12
時
30
分

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
　
他

主
催
　
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

　
タ
ー
利
用
者
協
議
会

※「
町
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」と
同

　
時
開
催

町
子
連
50
周
年
記
念
事
業

問
野
木
町
子
ど
も
会
連
合
会
事
務
局

　（
生
涯
学
習
課
）撒（
57
）４
１
８
８

　
野
木
町
子
ど
も
会
連
合
会
が
50

周
年
を
迎
え
た
記
念
に
毎
年
好
評

の
「
町
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
模
擬
店
や
午
後
に
は
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
「
な
ん
で
も
発
表
会
」

と
し
て
歌
や
楽
器
の
演
奏
、
ダ
ン
ス
、

朗
読
劇
な
ど
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
を
披

露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
!!

日
11
月
24
日（
土
）

町
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

　（
受
付
12
時
ま
で
）

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

対
町
在
住
の
小
学
生
以
下
の
方
　
　

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

儡
無
料

模
擬
店

　
10
時
〜
12
時
30
分

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
中
庭

な
ん
で
も
発
表
会

　
13
時
〜
15
時
30
分

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

儡
無
料

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ-

Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
８

問
町
観
光
協
会（
産
業
課
内
）

　
撒（
57
）４
１
５
３

　
町
観
光
協
会
で
は
、
野
木
町
の
冬

の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
た
、「
Ｔ

Ｏ
Ｗ
Ｎ
‐
Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
２
０
１
８
」
を
11
月
22
日

（
木
）か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
Ｊ
Ｒ
野
木
駅
前
東
西

ロ
ー
タ
リ
ー
に「
エ
ン
ジ
ェ
ル
」、「
ペ

ガ
サ
ス
」、「
ペ
ン
ギ
ン
」
等
多
数
の

オ
ブ
ジ
ェ
が
登
場
す
る
な
ど
、
東
西

併
せ
て
約
８
万
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

が
冬
の
駅
前
を
華
や
か
に
彩
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
観
光

協
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

点
灯
期
間

　
11
月
22
日（
木
）〜

　
平
成
31
年
２
月
17
日（
日
）

点
灯
時
間

　
日
没
後（
17
時
前
後
）
〜
24
時

所
Ｊ
Ｒ
野
木
駅
前
東
西
ロ
ー
タ
リ
ー

※ 

お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
周
辺
の

有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
ち
ぎ
も
の
づ
く
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８

問
県
労
働
政
策
課

　
撒
０
２
８（
６
２
３
）３
２
３
８

  

若
年
技
能
者
の
競
技
大
会
「
と
ち

ぎ
も
の
づ
く
り
選
手
権
」
と
、
も
の

づ
く
り
体
験
等
が
で
き
る
「
も
の
づ

く
り
イ
ベ
ン
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
11
月
17
日（
土
）〜
18
日（
日
）

　
９
時
〜
15
時
30
分

所
栃
木
県
立
県
央
産
業
技
術
専
門
校

　（
宇
都
宮
市
平
出
工
業
団
地
48
‐
４
）

そ
の
他

　
入
場
無
料
・
見
学
自
由
。

　
事
前
予
約
不
要

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

東
京
下
町
さ
ん
ぽ
　
　

　
　
―
向
島
を
歩
く
―

問
の
ぎ
・
歴
史
を
歩
こ
う
会
　
関
根

　
撒（
57
）９
６
３
１

　
東
京
下
町「
ぶ
ら
り
歴
史
さ
ん
ぽ
」

で
は
、東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
お
膝

元
、墨
田
区
向
島
を
訪
ね
ま
す
。　
　

　
寺
社
を
め
ぐ
り
、江
戸
の
文
化
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
11
月
21
日（
水
）８
時

　
野
木
駅
改
札
前
集
合（
小
雨
決
行
）

※
16
時
30
分
頃
野
木
駅
到
着
予
定

所
向
島
百
花
園
、三
囲
神
社
、

　
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
な
ど

講
師
　
関
根
　
秋
雄

　（
の
ぎ
・
歴
史
を
歩
こ
う
会
代
表
）

対
町
在
住
在
勤
者

定
20
人

儡
２
５
０
０
円
（
昼
食
代
・
傷
害
保

　
険
料
・
資
料
代
・
入
園
料
・
入
館

　
料
込
み
）

※
当
日
徴
収

※
交
通
費
は
別
途
自
己
負
担

申
11
月
６
日（
火
）〜
13
日（
火
）　

　
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　「
き
ら
り
館
」　
撒（
23
）１
２
３
１

そ
の
他

　
詳
細
は
、
き
ら
り
館
に
備
え
付
け

　
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〜
栃
木
県
で
就
職
を
考
え
て
い
る
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
生
の
皆
様
へ
〜

奨
学
金
の
返
還
を
助
成

し
ま
す
!!

問
県
労
働
政
策
課

　
撒
０
２
８
（
６
２
３
）
３
２
２
４

募
集
期
間

【
第
二
期
】

　
９
月
３
日（
月
）〜
11
月
30
日（
金
）

【
第
三
期
】

　
平
成
31
年
１
月
７
日（
月
）〜
２
月

　
８
日（
金
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
第
三
期
の

　
募
集
を
行
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

募
集
定
員
　
50
人

対
象
者

　
大
学
３
年
生

　
大
学
院
修
士
１
年
生

　
短
期
大
学
１
年
生

　
高
等
専
門
学
校
４
年
生

対
象
業
種

　
県
内
に
本
店
又
は
支
店
の
あ
る
製

　
造
業
（
大
企
業
の
場
合
は
、
本
店

　
の
み
）

※
技
術
職
の
み
な
ら
ず
、
事
務
職
や

　
営
業
職
な
ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
奨
学
金

・
日
本
学
生
支
援
機
構
第
一
種
奨
学

　
金
　
第
二
種
奨
学
金

・
栃
木
県
育
英
会
奨
学
金

・
そ
の
他
の
貸
与
型
奨
学
金

助
成
金
額

　【
大
学
生
】　

　
３
・
４
年
次
分
の
全
額
　
　
　
　

　（
限
度
額
１
５
０
万
円
）

　【
大
学
院
】　

　
修
士
１
・
２
年
次
分
の
２
分
の
１

　（
限
度
額
１
０
０
万
円
）

　【
短
期
大
学
】　

　
１
・
２
年
次
分
の
２
分
の
１
　
　

　（
限
度
額
70
万
円
）

　【
高
等
専
門
学
校
】　

　
４
・
５
年
次
分
の
２
分
の
１

　（
限
度
額
70
万
円
）

※
応
募
書
類
審
査
後
、
合
格
者
に
対

し
て
は
面
接
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他

　
詳
細
、
様
式
等
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（h

ttp
://w
w
w
.p
ref.to

ch
ig
i.

　lg.jp/f06/w
ork/koy

ou/koy
ou/

　m
iraijin

zaio
u
en
sy
o
u
g
ak
u

　kin.htm
l

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

県
南
市
場
ま
つ
り（
感
謝
市
）

問
栃
木
県
南
地
方
卸
売
市
場

　
撒
０
２
８
５（
38
）３
３
３
０

　
県
南
地
方
卸
売
市
場
の
日
頃
の
ご

支
援
・
ご
協
力
に
感
謝
し
「
県
南
市

場
ま
つ
り（
感
謝
市
）」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
環
境
展
も

併
せ
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
11
月
18
日（
日
）７
時
〜
13
時

所
栃
木
県
南
地
方
卸
売
市
場

　
小
山
市
下
河
原
田
９
５
４

　（
国
道
50
号
線
沿
い
）

容
・
青
果
物
・
水
産
物
・
生
花
・
関

　
　
連
商
品
の
展
示
販
売

　
・
野
菜
・
果
物
・
切
花
・
鉢
物
の

　
　
模
擬
せ
り

　
・
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
・
模
擬
せ
り

　
・
ク
イ
ズ
、
ビ
ン
ゴ
大
会

　
・
か
に
汁
・
焼
き
そ
ば
・
イ
カ
ポ

　
　
ッ
ポ
焼
き
・
う
ど
ん
・
そ
ば
等

　
　
の
各
種
売
店

　
・
風
船
・
ポ
ン
菓
子
・
サ
ン
マ
の

　
　
無
料
配
布

　
・
県
南
市
場
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施

　
　
設
で
の
処
理
品（
有
機
肥
料
）の

　
　
無
料
配
布

第
５
回
全
国
軽
ト
ラ
市
in
と
ち
ぎ

　

ス
ー
爺
サ
ン
タ
の
軽
ト
ラ
市

問
町
商
工
会
　
撒（
55
）２
２
３
３

　
全
国
か
ら
、
う
ま
さ
ギ
ッ
シ
リ
!!

い
い
も
の
ド
ッ
サ
リ
!!

　
出
店
台
数
80
台
!!
オ
リ
オ
ン
通
り

に
集
結
!!

日
11
月
11
日（
日
）10
時
〜
14
時

所
宇
都
宮
オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
街
及

　
び
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
内

主
催
　
全
国
軽
ト
ラ
in
と
ち
ぎ
実
行

委
員
会
「
栃
木
県
商
工
会
連
合
会
」

お知らせ
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自
衛
官
候
補
生 
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　
撒
０
２
８
５（
25
）４
７
６
３

　
平
成
31
年
３
・
４
月
に
入
隊
す
る

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

　
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

　
11
月
22
日（
木
）ま
で

試
験
日

　
12
月
１（
土
）・
２
日（
日
）

試
験
種
目

　
筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会

　
及
び
作
文
）、
口
述
試
験
及
び
身

　
体
検
査

試
験
会
場

　
陸
上
自
衛
隊
北
宇
都
宮
駐
屯
地 

　（
宇
都
宮
市
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　
撒
０
２
８
５（
25
）４
７
６
３

　
平
成
31
年
４
月
に
入
校
す
る
高
等

工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
中
学
校
卒
業
者（
見
込
み
含
）で
15 

　
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

※
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16 

　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
間

　
11
月
１
日（
木
）〜

　
平
成
31
年
１
月
７
日（
月
）

試
験
日
（
１
次
試
験
）

　
平
成
31
年
１
月
19
日（
土
）

試
験
科
目
（
１
次
試
験
）

　
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
英

　
語
、
作
文

試
験
会
場

　
宇
都
宮
地
方
合
同
庁
舎

　（
宇
都
宮
市
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
栃
木
税
務
署
　

　
撒
０
２
８
２（
22
）０
８
８
５

　
　（
※
自
動
音
声
案
内
）

　
国
税
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご
相
談

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索

又
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
!!

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
タ
ッ
ク
ス   

 

ア
ン
サ
ー
」で
検
索

　
一
般
的
な
ご
質
問
は
、「
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
」に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

（
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
検
索
可

能
で
す
）。

・
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ

　
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
自
動
音
声

案
内
（1）
、（2）
又
は
（3）
の
番
号
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

（1）
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
税
務
相

　
談

（2）
税
務
署
で
の
面
接
相
談
日
時
の
予

　
約（
混
雑
緩
和
の
た
め「
事
前
予
約

　
制
」
と
し
て
お
り
ま
す
。）

（3）
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す

　
る
専
用
窓
口

「
税
を
考
え
る
週
間
」 

　
　
11
月
11
日
〜
17
日

問
栃
木
税
務
署

　
撒
０
２
８
２（
22
）０
８
８
５

　
11
月
11
日
か
ら
17
日
は
「
税
を

考
え
る
週
間
」
で
す
。
　

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
）、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し

た
申
告
・
納
税
手
続
、
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
な
ど
へ
の
国
税
庁

の
取
組
み
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

福
祉
の
お
仕
事
就
職

フ
ェ
ア

問（
福
）栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　
撒
０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２

　
福
祉
の
仕
事
に
つ
き
た
い
方
と
求

人
事
務
所
と
の
相
談
会
で
す
。
資
格

取
得
の
相
談
や
求
人
情
報
の
提
供
も

う
け
ら
れ
ま
す
。

日
11
月
17
日（
土
）13
時
〜
15
時
30
分

　（
受
付
は
15
時
ま
で
）

所
栃
木
市
栃
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
栃
木
市
今
泉
町
２
‐
１
‐
40
）

容

求
人
事
業
所
と
の
個
別
面
談
・
相

　
談
、セ
ン
タ
ー
相
談
員
に
よ
る
福

　
祉
の
仕
事
に
関
す
る
相
談

対
福
祉
の
仕
事
を
お
探
し
の
方
、
興

　
味
関
心
の
あ
る
方
（
平
成
31
年
３

　
月
卒
業
見
込
み
の
専
門
学
校
生
、

　
短
大
生
、
大
学
生
の
方
を
含
む
）

儡
無
料

主
催
　

　
栃
木
県
・
栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

お知らせ
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平
成
30
年
度
小
山
市
登
録

手
話
通
訳
者
認
定
試
験

問
小
山
市
聴
覚
障
害
者
協
会
内

　
認
定
試
験
事
務
局

　
姉
０
２
８
５（
37
）９
７
５
５

　
〒
３
２
３
‐
０
０
１
２

　
小
山
市
羽
川
86
‐
15

　
小
山
市
の
聴
覚
障
が
い
者
の
暮
ら

し
と
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
手
話
通

訳
活
動
が
で
き
る
技
量
を
備
え
て
い

る
か
ど
う
か
試
験
を
行
い
ま
す
。
認

定
試
験
合
格
後
は
、
小
山
市
聴
覚
障

害
者
協
会
が
小
山
市
に
推
薦
し
、
手

話
通
訳
者
と
し
て
登
録
・
活
動
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日
12
月
８
日（
土
）９
時
30
分
〜
15
時

所
小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
、

　
４
階

対
次
の
①
〜
③
の
条
件
を
同
時
に
満

　
た
し
て
い
る
方

①
お
や
ま
地
区
在
住
の
方（
小
山
市
・

　
下
野
市
・
野
木
町
）

②
18
歳
以
上

※
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

１
．お
や
ま
地
区
手
話
講
習
会（
新
）

　「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」、　
ま

　
た
は（
旧
）「
基
礎
」「
ス
キ
ル
ア
ッ

　
プ
」の
い
ず
れ
か
の
修
了
者

２
．手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会（
新
）

　「
通
訳
Ⅰ
」「
通
訳
Ⅱ
」「
通
訳
Ⅲ
」、

　
ま
た
は（
旧
）「
基
本
」「
応
用
」「
実

　
践
」の
い
ず
れ
か
の
修
了
者

３
．栃
木
県
登
録
通
訳
者
の
う
ち
、下

　
野
市
・
野
木
町
の
在
住
者

４
．他
県
・
他
市
町
村
で
通
訳
経
験
の

　
あ
る
方
で
、現
在
、小
山
市
・
下
野

　
市
・
野
木
町
の
在
住
者

５
．相
当
の
経
験
者（
手
話
通
訳
学
科

　
卒
業
者
、専
従
通
訳
経
験
者
、等
）

試
験
内
容

・
筆
記
、
小
論
文

・
実
技
　

　
①
読
取
（
読
み
上
げ
）

　
②
聞
き
取
り
表
現

　
※
日
本
手
話
・
日
本
語
対
応
手
話

　
　
の
パ
タ
ー
ン
別

　
③
場
面
通
訳

・
面
接

儡
無
料
　

申
11
月
15
日（
木
）※
必
着

　「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

　
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
ま
た
は

　
手
渡
し
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
申
込
み
用
紙
は
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
に
あ
り
ま
す
。

県
南
産
業
技
術
専
門
校

　「
技
能
講
習
」の
開
催

問
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

　
撒
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３

日
・
容
・
定
・
儡
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

申
各
講
習
会
開
催
日
の
10
日
前

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

家
計
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

問
県
統
計
課

　
撒
０
２
８（
６
２
３
）２
２
４
５

　
総
務
省
で
は
、
世
帯
に
お
け
る
家

計
収
支
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
家
計
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
31
年
２
月
か
ら
総

務
省
が
指
定
す
る
野
木
町
内
の
各
地

域
に
て
、
家
計
調
査
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
準
備
の

た
め
、
11
月
下
旬
か
ら
県
知
事
任
命

の
調
査
員
が
、
対
象
地
区
の
お
宅
を

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
本
調
査
に
お
い
て
個
人
情
報
は
保

　
護
さ
れ
ま
す
。

お知らせ

◎県南産業技術専門校「技能講習」プログラム

町ホームページに掲載する
バナー広告を募集します

１枠当たり：７，０００円／月
天地６０ピクセル、左右１２０ピクセル、
容量８KB以内、形式GIF・JPEG
※審査の結果、掲載できない場合があります。
※詳しいことはお問い合わせください。

　　　　　　　　 問総務課撒（５７）４１３４

講座名 定員 実施期間 受講料

技能検定準備講習
（機械検査２級）

１０
12月 3日（月）～ 4日（火）
9時～ 16時 4,950 円

表計算データ処理
（Excel2013関数編） １４

12月 6日（木）～ 7日（金）
9時～ 16時 3,520 円

半自動溶接 １５
12月 13日（木）～ 14日（金）
9時～ 16時 4,950 円
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高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

成
年
後
見
相
談
会

問
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
と
ち
ぎ
支
部

　
撒
０
２
８
（
６
３
２
）
９
４
２
０

日
11
月
17
日（
土
）10
時
〜
15
時

所
栃
木
県
司
法
書
士
会
館

　（
宇
都
宮
市
幸
町
１
番
４
号
）

容
成
年
後
見
に
関
す
る
相
談

儡
無
料

相
談
方
法

　
面
談（
要
予
約
）ま
た
は
電
話
に
て

平
成
31
年
度
・
32
年
度
　
　
　
　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組

合
入
札
参
加
者
資
格
審

査
の
申
請
に
つ
い
て
　

（
建
設
工
事
・
建
設
関
連
業
務
委
託
・
　

物
品
購
入
、業
務
委
託
等
・
回
収
資
源
）

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
政
策
課

　
撒
０
２
８
５（
22
）３
２
２
８

受
付
期
間

　
11
月
12
日（
月
）〜
30
日（
金
）

　（
必
着
。
土
日
祝
日
を
除
く
）

提
出
方
法
　
郵
送
（
郵
便
書
留
）

※
持
参
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。

※
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
管
内
市

　
町
に
本
社
又
は
支
店
等
を
有
す
る

　
方
は
、
持
参
に
よ
る
提
出
も
で
き

　
ま
す
。

提
出
先

　
〒
３
２
３
‐
０
０
４
３

　
小
山
市
塩
沢
６
０
４

　
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
政
策
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宛

※
申
請
書
は
、
小
山
広
域
保
健
衛
生

　
組
合
政
策
課
窓
口（
無
料
）
又
は

　
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.city
.

　o
y
am
a.to
ch
ig
i.jp
/site/k

o
u

　ik
i/

）
に
て
入
手
で
き
ま
す
。

中
央
・
南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

ご
み
搬
入
日
の
変
更

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

　
施
設
管
理
課
　

　
撒
０
２
８
５（
24
）３
１
９
４

　
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
小
山
市
塩

沢
５
７
６
‐
15
）
、
南
部
清
掃
セ
ン

タ
ー
（
野
木
町
南
赤
塚
１
５
１
３
‐

２
）
で
は
、
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜

日
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
直
接
搬
入

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
11
月
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
変
更
と
な

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

×
通
常
開
場
日 

11
月
10
日（
第
２
土

　
曜
日
）・・・
搬
入
で
き
ま
せ
ん

○
変
更
開
場
日 

11
月
17
日（
第
３
土

　
曜
日
）・・・
搬
入
で
き
ま
す

※
11
月
24
日（
第
４
土
曜
日
）は
通
常

　
通
り
の
受
け
入
れ
と
な
り
ま
す
。

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校 

「
し
ら
さ
ぎ
祭
」

問
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　
撒
０
２
８
２（
24
）７
５
７
５

日
11
月
17
日（
土
）

　
９
時
30
分
〜
14
時
30
分

所
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　（
栃
木
市
皆
川
城
内
町
１
０
５
３
）

容
児
童
生
徒
に
よ
る
演
技
発
表
・
学

　
習
発
表
、
作
業
製
品
の
即
売
、
模

　
擬
店
等

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
　

「
働
き
方
」が
変
わ
り
ま
す

問
栃
木
労
働
局

　
撒
０
２
８（
６
３
３
）２
７
９
５

〜
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
働
き
方

改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
〜

　
労
働
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応

じ
た
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る

社
会
を
実
現
す
る
働
き
方
改
革
を
総

合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
長
時
間
労

働
の
是
正
、
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方

の
実
現
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
な

い
公
正
な
待
遇
の
確
保
等
の
た
め
の

措
置
を
講
じ
る
よ
う
関
係
法
令
が
改

正
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
栃
木
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
働
き
方
改
革
関
連
法
関
係
」

（h
ttp
s://jsite

.m
h
lw
.g
o
.jp
/

to
ch
ig
i-ro
u
d
o
u
k
y
o
k
u
/

）
ま
で

住
宅
相
談
会
の
お
知
ら
せ

問
県
住
宅
課

　
撒
０
２
８（
６
２
３
）２
４
８
３

　
栃
木
県
で
は
、
住
宅
に
関
す
る
ご

相
談
（
住
宅
の
耐
震
対
策
、
空
き
家

の
利
活
用
、
既
存
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー

ム
、住
宅
購
入
時
の
登
記
手
続
、業
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
）に
つ
い
て
、建

築
士
や
司
法
書
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

受
け
ら
れ
る
「
住
宅
相
談
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
11
月
16
日（
金
）13
時
〜
16
時

所
町
役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

儡
無
料

そ
の
他

　
予
約
優
先
（
＊
事
前
予
約
を
お
勧

　
め
し
ま
す
。）

事
前
予
約
先

　
一
般
社
団
法
人
栃
木
県
建
築
士
協
会

　
撒
０
２
８（
６
３
９
）３
１
５
０

お知らせ

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

よ
り
お
知
ら
せ

問
（
公
社
）野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
撒（
56
）２
１
３
７

　
当
セ
ン
タ
ー
会
員
は
平
均
年
齢
70

歳
を
超
え
て
お
り
、80
代
の
方
も
数

多
く
お
仕
事
を
さ
れ
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
健
康
だ
か
ら

働
い
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

働
い
て
い
る
か
ら
健
康
で
輝
い
て
い

ら
れ
る
の
で
す
。

　
働
い
て
輝
い
て
健
康
に
、そ
ん
な

私
た
ち
の
仲
間
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

◎
入
会
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
　

日
11
月
８
日（
木
）14
時
〜
15
時
30
分

所
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
野
木
町
友
沼
５
８
４
０
‐
１

　（
ホ
ー
プ
館
南
側
）

対
60
歳
以
上
で
町
在
住
の
か
た

※
要
予
約
、筆
記
用
具
持
参 

◆
今
月
の
刃
物
研
ぎ
実
施
日

日
11
月
11
日（
日
）９
時
〜
14
時

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
北
側
駐
車
場（
産

　
業
祭
会
場
）

日
11
月
16
日（
金
）10
時
〜
15
時

所
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

儡
包
丁
類
　
　
　
３
０
０
円
〜

　
ハ
サ
ミ
類
　
　
６
０
０
円
〜

　
鎌
・
ナ
タ
類
　
３
０
０
円
〜

◆
シ
ル
バ
ー
の
た
め
の
「
ス
マ
ホ
の

　
楽
校
」
な
ん
で
も
相
談
室
開
校

　
ス
マ
ホ
の
使
い
方
や
、
便
利
な
ア

プ
リ
の
活
用
法
ま
で
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
の
相
談
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

日
11
月
14
日（
水
）、12
月
12
日（
水
）

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

所
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

儡
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ（
伊
東
）

　
撒
０
８
０（
３
２
４
９
）１
９
６
５

◆
出
張
蕎
麦
打
ち
講
師
派
遣
事
業

　
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
会

員
が
皆
様
の
と
こ
ろ
へ
講
師
を
派
遣

致
し
ま
す
。

所
お
客
様
指
定
の
場
所

儡
１
人
５
０
０
円

※
材
料
費
、
そ
の
他
費
用
は
ご
負
担

　
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ（
伊
東
）

　
撒
０
８
０（
３
２
４
９
）１
９
６
５

税
理
士
＆
司
法
書
士
に

よ
る
相
続
・
贈
与
の
無
料

相
談
会

問
栃
木
県
司
法
書
士
会

　
撒
０
２
８（
６
１
４
）１
１
２
２

日
12
月
２
日（
日
）10
時
〜
15
時

所
栃
木
県
司
法
書
士
会
館

　（
宇
都
宮
市
幸
町
１
‐
４
）

儡
無
料

相
談
方
法

　
面
談（
要
予
約
）

※
予
約
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

「
一
級
河
川
利
根
川
水
系

思
川
圏
域
河
川
整
備
計
画

（
第
二
回
変
更
原
案
）」に

関
す
る
意
見
募
集

問
県
河
川
課

　
撒
０
２
８（
６
２
３
）２
４
４
４

　
栃
木
県
で
は
、「
一
級
河
川
利
根

川
水
系
思
川
圏
域
河
川
整
備
計
画

（
第
二
回
変
更
）」
の
策
定
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
を
お

寄
せ
下
さ
い
。

募
集
期
間

　
11
月
１
日（
木
）〜
30
日（
金
）

募
集
場
所

　
県
河
川
課
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　
県
土
木
事
務
所
（
宇
都
宮
、
鹿
沼
、

　
日
光
、
栃
木
）、
各
県
民
相
談
室
、

　
県
民
プ
ラ
ザ
、
市
町
庁
舎
（
宇
都

　
宮
市
、
栃
木
市
、
鹿
沼
市
、
日
光

　
市
、
小
山
市
、
下
野
市
、
上
三
川

　
町
、
壬
生
町
、
野
木
町
）

提
出
方
法

　
様
式
は
任
意
。
た
だ
し
、
住
所
、 

　
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
、

　
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

　
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〒
３
２
０
‐
８
５
０
１
（
住
所
不

　
要
）
栃
木
県
県
土
整
備
部
河
川
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宛

　
姉
０
２
８（
６
２
３
）２
４
４
１

　
死k

asen
@
p
ref.to

ch
ig
i.lg
.jp

そ
の
他

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

　
十
分
に
考
慮
の
上
計
画
に
反
映
す

　
る
と
と
も
に
、
内
容
毎
に
整
理
・

　
分
類
し
た
上
で
、
こ
れ
に
対
す
る

　
県
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
（
住

　
所
、
氏
名
等
は
非
公
開
）。

　
個
々
の
ご
意
見
に
直
接
回
答
は
い

　
た
し
ま
せ
ん
。

お知らせ

「広報のぎ」に掲載する有料広告を募集します。

　モノクロ１段枠（横１７５㎜×縦４０㎜）１６,０００円／月
　モノクロ半段枠（横８５㎜×縦４０㎜）　８,０００円／月
　※この記事のサイズが「半段枠」です。

　※審査の結果、掲載できない場合があります

　※詳しいことはお問い合わせください。

問総務課撒（５７）４１３４

広　　告



（26）

○ 

講
座
・
教
室
の
申
込
受
付
は
、
第

３
月
曜
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
30

分
〜
17
時

門
松
づ
く
り
教
室

問
町
公
民
館
　
　
撒（
57
）４
１
７
７

〜
日
本
の
伝
統
、
新
春
を
飾
る

　「
門
松
」を
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

日
12
月
15
日（
土
）９
時
30
分
〜
12
時

容
お
手
製
の
門
松
づ
く
り

所
町
公
民
館
第
１
・
２
研
修
室

講
師
　
オ
ピ
ニ
オ
ン
友
の
会
野
木
支
部

対
町
在
住
者（
親
子
等
・
個
人
参
加
可
）

定
先
着
15
組

儡
１
組
千
円（
材
料
費
）

持
ち
物
　
各
家
族
で
竹
ひ
き
ノ
コ
ギ

　
リ
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
11
月
８
日（
木
）〜
29
日（
木
）

　
材
料
費
を
添
え
直
接
町
公
民
館
へ

男
の
料
理
教
室

問
町
公
民
館
　
　
撒（
57
）４
１
７
７

　
料
理
が
全
く
で
き
な
い
、
少
し
は

で
き
る
け
ど
い
つ
も
同
じ
メ
ニ
ュ
ー

に
な
っ
て
し
ま
う
男
性
の
皆
様
、
簡

公
募
型
樹
木
伐
採
の
募
集

に
つ
い
て

問
県
河
川
課
　

　
撒
０
２
８（
６
２
３
）２
４
４
４

　
栃
木
県
で
は
、
河
川
内
に
繁
茂
し

て
い
る
樹
木
に
つ
い
て
、
民
間
と
協

働
し
た
樹
木
伐
採
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
個
人
・
団
体
問
わ

ず
、
本
人
が
伐
採
し
、
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

（
無
償
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
栃
木
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
土
木
事
務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　
11
月
１
日（
木
）〜
16
日（
金
）

栃
木
県
立
美
術
館
企
画
展
　
　
　

工
芸
の
教
書
・
古
川
龍
生
展

問
県
立
美
術
館

　
撒
０
２
８（
６
２
１
）３
５
６
６

日
11
月
２
日（
金
）〜
12
月
24
日（
月
）

　
９
時
30
分
〜
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

※
月
曜
休
館（
12
月
24
日
は
開
館
）

※
12
月
21
日（
金
）は
19
時
ま
で
開
館

　（
入
館
は
18
時
30
分
ま
で
）

儡
一
般
　
　
８
０
０
円（
７
０
０
円
）

　
大
高
生
　
５
０
０
円（
４
０
０
円
）

　
中
学
生
以
下
　
無
料

※（
　
）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

北
桜
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

問
県
立
小
山
北
桜
高
等
学
校

　
撒
０
２
８
５（
49
）２
９
３
２

日
11
月
10
日（
土
）９
時
〜
15
時

　（
最
終
入
場
　
14
時
30
分
ま
で
）

所
県
立
小
山
北
桜
高
等
学
校

　（
小
山
市
東
山
田
４
４
８
‐
29
）

内
容

・
展
示（
学
習
内
容
の
紹
介
な
ど
）

・
農
作
物
・
加
工
品
の
即
売

・
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
部
に
よ
る
演
舞

そ
の
他

・
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
小
金
井
駅
と
学
校

　
間
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

　
し
ま
す
。

　
小
金
井
駅
東
口（
発
）　

　
８
時
10
分
、
９
時
、
10
時
、
11
時

　
小
山
北
桜
高
校（
発
）　

　
10
時
30
分
、
13
時
30
分
、
14
時
30

　
分
、
15
時
10
分

・
各
自
ス
リ
ッ
パ
を
持
参
く
だ
さ
い
。

・
個
人
情
報
の
関
係
上
、
校
内
で
の

　
写
真
、
ビ
デ
オ
撮
影
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い
。

単
、
低
価
格
、
低
カ
ロ
リ
ー
で
「
和
・

洋
・
中
」
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
ま

し
た
の
で
、
ぜ
ひ
男
の
料
理
教
室
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
・
容
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

所
町
公
民
館

対
町
在
住
在
勤
者

定
15
人

儡
千
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お

　
手
ふ
き
用
タ
オ
ル

申
11
月
21
日（
水
）〜
30
日（
金
）

　　お知らせ・生涯学習

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

生
涯
学
習

回 日時 内容 講師

１
１２月７日（金）
１０時～１２時

・茶碗蒸し
・土鍋の炊き込みご飯
・酢の物　他

町健康福祉課
栄養士２

１２月１４日（金）
１０時～１２時

・パエリア風
・サラダ　他

３
１２月２６日（水）
１０時～１２時

・高野豆腐の中華丼
・スープ　他

◎男の料理教室プログラム
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い
物
等
予
定

（
６
回
目
）

日
12
月
22
日（
土
）10
時
〜
12
時

容
つ
き
た
て
餅
を
味
わ
お
う
（
ア
ン

　
コ
・
キ
ナ
コ
・
お
雑
煮
）
等
予
定

所
町
公
民
館
調
理
室

対
町
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

　（
小
学
生
だ
け
の
参
加
も
可
）

定
各
回
先
着
20
人

儡
１
人（
各
回
２
０
０
円
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク

講
師
　
オ
ピ
ニ
オ
ン
友
の
会
会
員

申（
５
回
目
）11
月
１
日（
木
）〜
15
日（
木
）

　（
６
回
目
）11
月
１
日（
木
）〜
22
日（
木
）

　
参
加
費
を
添
え
て
町
公
民
館
へ

※ 
保
護
者
参
加
希
望
の
場
合
は
そ
の

旨
を
申
込
書
に
ご
記
入
願
い
ま
す
。

※ 

献
立
等
の
「
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
」

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

ワ
イ
ワ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ
こ
れ
か
ら
の

予
定

７
回
目
　
平
成
31
年
１
月
19
日（
土
）

８
回
目
　
平
成
31
年
２
月
２
日（
土
）

９
回
目
　
平
成
31
年
３
月
10
日（
日
）

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

中
高
年
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

中
高
年
齢
者
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

普
及
促
進
講
座

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
栃
木
県
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

　
撒
０
２
８
２（
20
）３
３
２
２

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
初
歩
か
ら
使
い
こ
な
し
ま

で
を
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

日
１
回
目
　
11
月
12
日（
月
）

　
２
回
目
　
11
月
13
日（
火
）

　
各
日
10
時
〜
12
時

所
町
公
民
館

定
先
着
15
人

※
２
回
続
け
て
出
席
で
き
る
方

儡
無
料

申
11
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）

※
平
日
13
時
〜
14
時
の
時
間
帯
で
受

　
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

ワ
イ
ワ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ

問
町
公
民
館
　
　
撒（
57
）４
１
７
７

　
休
日
の
お
昼
を
子
ど
も
と
一
緒
に

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

　
年
９
回
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
５

回
目
・
６
回
目
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
５
回
目
）

日
11
月
17
日（
土
）10
時
〜
12
時

容
チ
ャ
ー
ハ
ン
・
杏
仁
豆
腐
・
お
吸

○
講
座
・
教
室
の
申
込
受
付
は
、
第

　
３
月
曜
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
30

　
分
〜
17
時

○ 

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

受
付
は
第
３
月
曜
日
、
土
日
祝
日

を
除
く
９
時
〜
17
時

第
16
回
町
長
杯 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

問
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

　
伴
　
光
夫
　
　
撒（
56
）０
１
５
５

日
11
月
15
日（
木
）８
時（
受
付
・
集
合
）

※
雨
天
時
は
翌
日
16
日（
金
）に
順
延

所
あ
じ
さ
い
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
会
員
及
び
町
在
住
在
勤
者

儡
５
０
０
円（
会
員
を
除
く
）

申
会
員
以
外
の
一
般
参
加
者
は
11
月

　
８
日（
木
）ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先

　
へ

栃
木
県
わ
が
ま
ち
未
来
創
造
事
業 

第
５
回
ツ
ー
ル
・
ド
・

お
や
ま
２
０
１
８

問
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
や
ま
実
行
委
員
会
事
務
局

　
撒
０
２
８
５（
21
）２
６
９
５

　
自
転
車
で
小
山
や
野
木
の
豊
か
な

自
然
環
境
や
史
跡
を
め
ぐ
り
、
地
元

の
味
覚
や
美
し
い
景
色
を
満
喫
し
て

い
た
だ
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
大
会
当
日
、
野
木
町
内
を
多
く
の

自
転
車
が
走
り
ま
す
。
野
木
町
は
、

煉
瓦
窯
が
エ
イ
ド
地
点
（
食
料
を

渡
し
休
憩
す
る
場
所
）
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
は
な
い
の
で
交

通
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
者
は
、

道
路
交
通
法
に
基
づ
き
、
一
時
停
止
や

信
号
を
守
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
野
木
町
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
は
、

交
通
の
面
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
11
月
10
日（
土
）８
時
〜
開
会
式
　

所
小
山
総
合
運
動
公
園

容
75
㎞
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

　
　（
８
時
30
分
〜
ス
タ
ー
ト
）

　
55
㎞
エ
ン
ジ
ョ
イ
コ
ー
ス

　
　（
９
時
00
分
〜
ス
タ
ー
ト
）

※
野
木
町
は
９
時
30
分
頃
か
ら
13
時

　
頃
通
過
予
定
。

生涯学習・スポーツ

ス
ポ
ー
ツ
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ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
入
門
特
別
講
座
　
　

本
格
的
な「
四
つ
目
垣
」を

造
っ
て
み
ま
せ
ん
か
!!

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

　
四
つ
目
垣
が
造
れ
る
と
い
ろ
い
ろ

応
用
で
き
、
ガ
ー
デ
ン
ラ
イ
フ
の
幅

が
広
が
り
ま
す
。

　
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
が
や
が
や
、

楽
し
く
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
12
月
２
日（
日
）９
時
30
分
〜
12
時

所
体
験
学
習
施
設
用
地

　（
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
北
側
）

※
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
石
窯
周
辺
集
合

対
興
味
の
あ
る
方

講
師
　
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
文
化
振
興

　
指
導
員
他

定
先
着
10
人
　
儡
無
料

申
11
月
13
日（
火
）〜
18
日（
日
）

　
問
い
合
わ
せ
先
へ

そ
の
他

　
作
業
の
で
き
る
服
装
で
ノ
コ
ギ
リ

と
剪
定
ば
さ
み
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
小
雨
決
行
（
荒
天
で
中
止
の
場
合

　
は
電
話
連
絡
し
ま
す
）

○ 

講
座
・
教
室
の
申
込
受
付
は
、月
曜

を
除
く
９
時
〜
17
時

野
木
ホ
フ
マ
ン
館
歴
史
講
演
会

　

『
没
落
後
の
近
世
小
山
氏
の
動
向
』

　-

近
世
小
山
氏
と
旧
臣
と

の
結
び
つ
き-

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

日
11
月
18
日（
日
）14
時
〜
16
時

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館

　
第
１
・
２
研
修
室

講
師

　
栃
木
県
立
文
書
館
　
荒
川
善
夫
　
氏

定
先
着
50
人

申
11
月
１
日（
木
）〜
15
日（
木
）

　
問
い
合
わ
せ
先
へ

絵
画
教
室
・
煉
瓦
窯
編

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

　
紅
葉
し
た
メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
背
景

に
、
秋
の
煉
瓦
窯
を
描
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
普
段
か
ら
水
彩
画
に
親
し
ん
で
い

る
方
も
、
最
近
道
具
を
休
ま
せ
て
い

る
方
も
、
窯
の
近
く
の
好
き
な
場
所

か
ら
じ
っ
く
り
描
く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
水
彩
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ア
ド
バ

イ
ス
で
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
作
品
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
！

日
11
月
25
日（
日
）９
時
30
分
〜
12
時

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
研
修
室
、
煉
瓦

　
窯
敷
地
内

対
町
在
住
在
勤
で
、
水
彩
画
の
経
験

　
の
あ
る
方（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

講
師

　
町
文
化
協
会
美
術
部
水
彩
ク
ラ
ブ

定
20
人

儡
無
料

持
ち
物
　
水
彩
道
具
一
式

※
紙
は
４
号
か
ら
６
号
ま
で
の
サ
イ

　
ズ
か
ら
選
び
、
ご
持
参
下
さ
い
。

申
11
月
２
日（
金
）〜
16
日（
金
）

　
問
い
合
わ
せ
先
へ

そ
の
他

　
完
成
し
た
作
品
は
、
来
年
度
の
イ

　
ベ
ン
ト
時
に
展
示
し
ま
す
（
希
望

　
者
の
み
）

問
町
立
図
書
館
　
撒（
57
）２
８
１
１

○
開
館
時
間
は
、９
時
30
分
〜
18
時

11
月
は 

｢

野
木
町
読
書
推
進
月
間｣

で
す

　
貸
出
カ
ー
ド
は
３
年
毎
に
更
新
が

必
要
で
す
。
更
新
の
際
は
身
分
証
明

書
の
呈
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
更
新
時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
、
カ

ウ
ン
タ
ー
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
カ
ー
ド
は
そ
の
ま
ま
使
用
し

ま
す
。）

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
で

あ
そ
ぼ
う
！

日
12
月
６
日（
木
）11
時
〜
11
時
30
分

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

対
０
歳
〜
２
歳

主
催
　
ひ
よ
こ
の
会

図
書
館
シ
ネ
マ

　　
11
月
の
図
書
館
シ
ネ
マ
は
お
休
み

で
す
。

野木ホフマン館・としょかん

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

と
し
ょ
か
ん

四つ目垣

野
木
ホ
フ
マ
ン
館
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お
は
な
し
会

☆
グ
レ
ー
ス
森

日
11
月
２
日（
金
）11
時
〜
11
時
30
分

容
♪
絵
本
読
み
聞
か
せ

　
♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
幼
児

☆
ピ
ノ
キ
オ

日
11
月
13
日（
火
）・
20
日（
火
）・

　
27
日（
火
）　
11
時
〜
11
時
20
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
　
♪
紙
芝
居

　
♪
手
あ
そ
び

対
幼
児

☆
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま（
図
書
館
職
員
）

日
11
月
10
日（
土
）11
時
〜
11
時
30
分

容
♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
♪
工
作
等

対
幼
児
〜
小
学
生

☆
く
れ
よ
ん

日
11
月
17
日（
土
）11
時
〜
11
時
30
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
　
♪
紙
芝
居

　
♪
手
あ
そ
び
　
♪
工
作
等

対
幼
児

※
会
場
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

　
で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

　
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

図
書
館
ま
つ
り

　　
第
４
回
図
書
館
ま
つ
り
を
次
の
通

り
開
催
し
ま
す
。

日
12
月
１
日（
土
）９
時
30
分
〜
15
時

◆
子
ど
も
の
イ
ベ
ン
ト

　
容
お
は
な
し
会
・
フ
ェ
ル
ト
の
し

　
　
お
り
づ
く
り
・
ク
イ
ズ
大
会
・

　
　
書
庫
探
検
ツ
ア
ー

◆
大
人
の
イ
ベ
ン
ト

　
容
図
書
館
寄
席
・
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
コ
ン

　
　
サ
ー
ト
・
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
・

　
　
書
庫
見
学
体
験

◆
お
い
し
い
イ
ベ
ン
ト

　
容
お
い
し
い
屋
台
・
図
書
館
カ

　
　
フ
ェ
・
こ
ど
も
の
駄
菓
子
屋
・

　
　
パ
ン
等
の
販
売

◆
多
読
賞
表
彰
式

　
〜
読
書
ノ
ー
ト
活
用
事
業
〜

　
日
12
月
１
日（
土
）13
時
〜
13
時
30
分

　
所
図
書
館
１
階
フ
ロ
ア

　
受
賞
者
の
発
表

　
　
受
賞
者
の
氏
名
、
学
校
名
、
学

　
年
は
表
彰
式
当
日
に
図
書
館
内
に

　
掲
示
し
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
及
び
「
広
報
の
ぎ
１
月
号
」
に
も

　
掲
載
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
表
彰

　
式
に
ご
出
席
い
た
だ
く
方
に
は
、

　
別
途
通
知
い
た
し
ま
す
。

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。
詳
し
く
は
ポ
ス
タ
ー
・
チ

　
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
図
書
館
ま
つ
り
当
日
は
、
学
習
室

　
は
使
え
ま
せ
ん
。

リ
サ
イ
ク
ル
市

　　
本
の
有
効
活
用
の
た
め
に
希
望
者

に
無
償
で
お
譲
り
い
た
し
ま
す
。

　
意
外
な
出
会
い
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
12
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）

　
９
時
30
分
〜
15
時

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

冊
数
　
１
日
目
の
午
前
中
の
み
、
お

　
１
人
様
20
冊
ま
で
。
そ
の
後
は
状

　
況
に
よ
り
変
更
し
ま
す
。

※
お
持
ち
帰
り
の
た
め
の
袋
等
は
各

　
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

第
５
回
キ
ラ
リ
と
光
る
読
書
の

ま
ち
野
木
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

◆
お
は
な
し
の
絵
・
ゆ
め
の
絵
、
読

　
書
感
想
画
、
読
書
感
想
文
、
俳
句
・

　
川
柳
（
小
・
中
学
生
の
部
）

日
11
月
18
日（
日
）
14
時
20
分
〜

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

◆
俳
句
・
川
柳（
一
般
の
部
）

※
図
書
館
ま
つ
り
に
て
行
い
ま
す

日
12
月
１
日（
土
）13
時
〜
13
時
30
分

所
図
書
館
１
階
フ
ロ
ア

※
受
賞
作
品
の
展
示
は
、11
月
27
日（
火
）

　
午
後
か
ら
12
月
２
日（
日
）
15
時
ま
で
、

　
図
書
館
２
階
飲
食
コ
ー
ナ
ー
に
て
行

　
い
ま
す
。

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

野
木
小
　
　
11
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
　
13
時
５
分
〜
13
時
45
分

南
赤
塚
小
　
11
月
７
日（
水
）

　
　
　
　
　
11
月
28
日（
水
）

　
　
　
　
　
13
時
〜
13
時
45
分

佐
川
野
小
　
11
月
13
日（
火
）

　
　
　
　
　
12
時
50
分
〜
13
時
20
分

友
沼
小
　
　
11
月
21
日（
水
）

　
　
　
　
　
12
時
40
分
〜
13
時
30
分

新
橋
小
　
　
11
月
29
日（
木
）

　
　
　
　
　
13
時
５
分
〜
13
時
50
分

※
新
着
図
書
案
内
は
、
図
書
館
内

　
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。
図
書

　
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
資
料
検
索

　
↓
新
着
　
資
料
検
索
）
で
も
確
認

　
で
き
ま
す
。

としょかん
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新
橋
児
童
館問

撒（
57
）９
１
５
５

11
月
の
休
館
日

　
３
日（
土
）、７
日（
水
）、23
日（
金
）

興E
njoy E

nglish

「
秋
の
お
う
た
」

日
11
月
２
日（
金
）１
歳

　
　
　
15
日（
木
）２
歳
〜
６
歳

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
対
象
年
齢
児
と
保
護
者

定
各
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
乳
児
ぴ
よ
ぴ
よ
組

日
11
月
６
日
マ
マ
と
ス
ト
レ
ッ
チ

　
　
　
13
日
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
20
日
ベ
ビ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　（
す
べ
て
火
曜
日
）

対
乳
児（
０
歳
）と
保
護
者

定
各
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

持
ち
物
　

　
13
日
　
バ
ス
タ
オ
ル
・
飲
み
物

興
幼
児
う
さ
ぎ
組

日
11
月
８
日（
木
）い
も
ほ
り

　
　
　
14
日（
水
）ね
ん
ど
あ
そ
び

　
　
　
21
日（
水
）レ
ッ
ツ
！
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
幼
児（
１
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
各
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

持
ち
物
　

　
８
日
　
着
替
え
・
長
靴
・
飲
み
物

興
ち
び
っ
こ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
児
童
館
の
畑
で
採
れ
た
さ
つ
ま
い

も
で
「
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
と
茶
巾
絞

り
」
を
作
り
ま
す

日
11
月
９
日（
金
）10
時
30
分
〜
12
時

対
幼
児（
２
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
10
組
程
度
　
儡
１
人
１
０
０
円

申
11
月
１
日（
木
）〜
８
日（
木
）

　
参
加
費
を
添
え
て
児
童
館
へ

　（
電
話
不
可
）

興
文
字
の
お
け
い
こ
「
ひ
ら
が
な
」

日
11
月
10
日（
土
）

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

日
11
月
28
日（
水
）

　
15
時
〜
16
時

対
幼
児（
４
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
各
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

持
ち
物
　
２
Ｂ
鉛
筆
・
消
し
ゴ
ム

興
わ
ら
べ
う
た

　
親
子
で
わ
ら
べ
う
た
に
親
し
み
ま

し
ょ
う

日
11
月
12
日（
月
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興E
ng
lish C

lub

「
園
児
の
た
め

　
の
英
語
」

日
11
月
16
日（
金
）15
時
30
分
〜
16
時
30
分

対
幼
児（
３
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　
児
童
館
の
畑
で
採
れ
た
さ
つ
ま
い

も
で「
さ
つ
ま
い
も
の
ハ
ム
カ
ツ
風
」

を
作
り
ま
す
。

日
11
月
17
日（
土
）10
時
30
分
〜
12
時

対
小
学
生
　
定
10
人
程
度

儡
１
人
１
０
０
円

申
11
月
１
日（
木
）〜
16
日（
金
）

　
参
加
費
を
添
え
て
児
童
館
へ

　（
電
話
不
可
）

興
季
節
の
お
部
屋
飾
り
づ
く
り

　
手
作
り
で
児
童
館
を
ク
リ
ス
マ
ス

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
！

日
11
月
24
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
小
学
生
　
定
20
人
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
か
ら
だ
動
か
そ
！

　
小
学
生
だ
っ
て「
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
」

で
か
ら
だ
動
か
そ
！

日
11
月
25
日（
日
）14
時
〜
15
時

対
小
学
生
　
定
20
人
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
お
誕
生
会（
10
・
11
月
生
ま
れ
）

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。お
祝
い

し
て
ね
。

日
11
月
26
日（
月
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
お
お
き
く
な
っ
た
ね（
身
体
測
定
）

日
11
月
27
日（
火
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

儡
無
料
　
申
当
日
直
接
児
童
館
へ

★
９
の
つ
く
日
は
卓
球
の
日
！
（
終
日
）

日
11
月
９
日（
金
）・
19
日（
月
）・
29 

　
日（
木
）

対
全
利
用
者（
乳
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

興
ピ
ア
ノ
の
じ
か
ん
♪
（
ピ
ア
ノ
開
放
）

日
11
月
24
日（
土
）14
時
〜
16
時

対
全
利
用
者（
乳
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

※
新
橋
児
童
館
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
を

　
実
施
の
間
、
参
加
者
以
外
の
方
も

　
施
設
内
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
と
な
り
ま

　
す
。
詳
し
く
は
児
童
館
ま
で
お
問

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

こどもひろば

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

日 容 儡所 定対 申
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あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
問
撒（
54
）１
４
４
０

11
月
の
休
館
日

　
３
日（
土
）、７
日（
水
）、23
日（
金
）

　
児
童
セ
ン
タ
ー
は
０
歳
〜
18
歳
ま

で
の
方
及
び
そ
の
保
護
者
の
方
々
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
で
す
。

　
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

興
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
ご
家
族
や
友
達
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
楽
し
も
う
。

日
11
月
18
日（
日
）11
時
〜
12
時

対
小
学
生
と
保
護
者
　
定
15
人
程
度

儡
無
料

持
ち
物
　
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
11
月
１
日（
木
）〜
受
付
。（
電
話
可
）

※
休
館
日
除
く

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
オ
イ
ル
を
使
用
し
な
い
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
す
。
親
子
で
マ
ッ

サ
ー
ジ
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
11
月
19
日（
月
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
12
か
月
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

定
20
組
程
度
　
儡
無
料

持
ち
物
　
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
　
１
枚

　
　
　
　
バ
ス
タ
オ
ル
　
　
　
１
枚

申
11
月
１
日（
木
）〜
18
日（
日
）ま
で

　
受
付
。（
電
話
可
）

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

興
あ
お
ぞ
ら
幼
児
ク
ラ
ブ

　
秋
の
公
園
で
楽
し
く
元
気
に『
秋
』

を
探
そ
う
。

日
11
月
20
日（
火
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　（
雨
天
中
止
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者
　
儡
無
料

持
ち
物
　
帽
子
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
11
月
４
日（
日
）〜
19
日（
月
）ま
で

　
受
付
。（
電
話
可
）

※
休
館
日
除
く

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

興
で
か
け
隊
！

　
お
友
達
と
一
緒
に
電
車
に
乗
っ
て

「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
小
山
」
へ
遊
び
に

行
っ
て
み
よ
う
。

日
11
月
21
日（
水
）

　
９
時
15
分
　
野
木
駅
集
合

　
12
時
30
分
　
野
木
駅
解
散
予
定

対
６
ヶ
月
以
上
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定
15
組
程
度

儡
１
人
１
０
０
円
　
電
車
代
別
途
　

申
11
月
１
日（
木
）〜
11
月
18
日（
日
）

　
ま
で
受
付
。（
電
話
不
可
）

※
休
館
日
除
く

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

興
英
語
で
あ
そ
ぼ
う

　
み
ん
な
で
楽
し
く
英
語
に
触
れ
合

え
ま
す
よ
。
講
師
の
先
生
と
楽
し
く

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
。

日
11
月
22
日（
木
）10
時
45
分
〜
11
時
15
分

対
幼
児
と
保
護
者
　
儡
無
料

申
11
月
１
日（
木
）〜
21
日（
水
）ま
で

　
受
付
。（
電
話
可
）

※
休
館
日
除
く

興
楽
し
い
工
作
教
室

　
キ
ラ
☆
メ
キ
ガ
ラ
ス
ド
ー
ム
を
作

ろ
う
。

日
11
月
22
日（
木
）

　
下
校
後
〜
17
時

日
11
月
24
日（
土
）、25
日（
日
）

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

対
小
学
生
以
上
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
げ
ん
キ
ッ
ズ

　
今
月
は
『
パ
ワ
フ
ル
　
運
動
会
』

で
盛
り
上
が
ろ
う

日
11
月
24
日（
土
）10
時
30
分
〜
12
時

対
今
年
度
４
歳
以
上
に
な
る
幼
児
と

　
保
護
者
　

儡
無
料

持
ち
物
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

　
飲
み
物
（
保
護
者
の
方
も
動
き
や
す

　
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。）

申
11
月
４
日（
日
）〜
18
日（
日
）

　（
電
話
可
）

興
将
棋
道
場

　
児
童
セ
ン
タ
ー
人
気
の
道
場
で
す
。

時
間
内
自
由
に
出
来
ま
す
の
で
遊
び

に
来
て
ね
。

日
11
月
28
日（
水
）15
時
30
分
〜
17
時

対
小
学
生
以
上
・
地
域
の
方

　
地
域
の
方
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
移
動
科
学
教
室

　
子
ど
も
総
合
科
学
館
の
方
の
サ
イ

エ
ン
ス
シ
ョ
ー
＆
工
作
体
験

日
12
月
８
日（
土
）14
時
〜
15
時
30
分

対
小
学
生

定
25
人
程
度
　
儡
無
料

申
11
月
17
日（
土
）〜
受
付
。

　（
電
話
可
）

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

興
ふ
れ
あ
い
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

　
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
見
て
み
ん
な

で
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
。

日
12
月
15
日（
土
）14
時
〜
15
時
30
分

対
小
学
生
以
上
・
地
域
の
方

儡
無
料

申
11
月
17
日（
土
）〜
12
月
12
日（
水
）

　（
電
話
可
）

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

今
月
の
子
育
て
サ
ロ
ン
遊
び
の
特
別

メ
ニ
ュ
ー
は
・
・
・

《
ト
ミ
カ
遊
び
》
で
す
。

日
11
月
26
日（
月
）10
時
〜
12
時

こどもひろば
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名　称 日　時 場所等 内容・対象 相談員 問い合わせ先

人権・行政
合同相談

１１月１４日（水）
９時～１２時
【受付は11:30 まで】

ホープ館
（町老人福祉センター）

・人権に関する相談
・行政の仕事に関す
る意見、要望、相談

人権擁護委員
行政相談委員

生活環境課
撒（５７）４１３２　

みんなの
人権１１０番

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０

人権問題について
の相談
差別や虐待、パワ
ハラ、嫌がらせ、
いじめなど

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０（００３）１１０

女性の人権
ホットライン

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（０７０）８１０
　　　（全国共通）

夫・パートナーか
らの暴力やストー
カー行為、女性に
対する差別など、
女性をめぐる様々
な相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０（００３）１１０

子どもの人権
１１０番

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０１２０（００７）１１０
　　　（全国共通）

いじめや体罰、虐待
など、子どもの人権
問題に関する相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０（００３）１１０

ＤＶ相談
月～金曜日（祝日を除く）
８時３０分～１７時１５分

町生活環境課

配偶者・パートナー
からの身体的、精
神的、性的などの
暴力に対する相談

町職員
生活環境課
撒（５７）４１３２

児童虐待相談

月～金曜日（祝日を除く）
８時３０分～１７時１５分

町別館
こども教育課
撒０２８０（５７）４１３８

児童虐待について
の相談・通告

町職員
相談員

こども教育課
撒（５７）４１３８

２４時間いつでも

（休日・夜間）
児童相談所全国共通
ダイヤル
撒１８９（いちはやく）

行政書士専門
相談

１１月２８日（水）
１０時～１２時

ホープ館
（町老人福祉センター）

相続や遺言、農地転
用、開発行為など
・予約制
・ 随時受付
　（先着４名）

行政書士
行政書士会小山支部
撒０２８５（４５）０２９７

法 律

（ 弁 護 士 ） 
相 談

１１月１５日（木）要予約
１０時～１２時
【１２月の開催日】
１２月２０日（木）１０時～１２時
（１１月１６日（金）～予約受付）

ホープ館
（町老人福祉センター）

財産・扶養・土地・金銭
貸借・賠償・離婚など
の問題に関する相談
・原則年度内に２回まで

弁護士
町社会福祉協議会
撒（５７）３１００

法テラス栃木
月～金曜日
９時～１２時
１３時～１５時

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

法的な困りごと 相談員
法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５

栃木県司法書
士会総合相談
センター

【小山会場】
毎月第３土曜日（要予約）
１０時～１５時
【電話相談】
毎週土曜日
１０時～１５時

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室
【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

不動産関係、会社
関連、裁判所手続
関連、成年後見関
連の相談、供託、
消費者金融会社等
の借金整理

司法書士
司法書士会
撒０２８（６１４）１１２２

行政書士電話
相談センター

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１７時

電話相談
撒０２８（６３８）０９１９

成年後見・相続・遺
言・契約書・許認可

行政書士
行政書士会
撒０２８（６３５）１４１１

消費生活相談
平日
９時～１２時
１３時～１６時

町産業課内
消費生活センター

契約や取引に関す
る消費者トラブル

相談員
町消費生活センター
撒（２３）１３３３

借金で悩んで
いませんか

平日
８時３０分～１７時

電話または面談
撒０２８（６３３）６２９４

専門の相談員が丁寧
にお話を伺います

相談員
財務省関東財務局
宇都宮財務事務所
撒０２８（６３３）６２９４
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相談コーナー
名　称 日　時 場所等 内容・対象 相談員 問い合わせ先

心配ごと相談
１１月７日・２１日（水）
１０時～１２時

ホープ館
（町老人福祉センター）

日頃の悩みなど日
常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

町社会福祉協議会
撒（５７）３１００

野木町地域包括
支援センター

月～金曜日
８時３０分～１７時１５分
（緊急時は上記以外でも）

【本センター】
町総合サポートセン
ター内
【サブセンター】
ホープ館（町老人福祉
センター）内

高齢者についての
介護相談・総合的
な相談

保健師
社会福祉士
介護支援専門員

本センター
撒（５７）２４００
サブセンター
撒（２３）２２００

こころの相談
１１月１９日（月）（要予約）
１０時～１２時

町保健センター メンタルヘルス相談 心理士
健康福祉課
撒（５７）４１７１

よりそい 
ホットライン

２４時間いつでも
電話相談
撒０１２０（２７９）３３８

生活の困窮、心の
悩み、暴力被害、
仕事、自殺念慮な
どの幅広い悩み

相談員
一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
死 admin@279338.jp

フリーダイヤル 
「自殺予防い
のちの電話」

毎日１０日
電話相談
撒０１２０（７８３）５５６

自殺予防相談 相談員
栃木いのちの
電話事務局
撒０２８（６２２）７９７０

子育てサロン

１１月５日（月）・１９日（月）
１０時～１２時

新橋児童館 子育てについて
児童館職員、子育てサロ
ンボランティアえくぼ

新橋児童館
撒（５７）９１５５

１１月２６日（月）
１０時～１２時

あかつか児童センター 子育てについて
センター職員、子育てサ
ロンボランティアえくぼ

あかつか児童センター
撒（５４）１４４０

健康相談
毎週水曜日（要予約）
午前中

町保健センター
健診結果や健康に
ついて

保健師
栄養士

健康福祉課
撒（５７）４１７１

幼児ことばの
教室

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時
１３時～１７時

幼児ことばの教室
（町武道館裏）
（窓口：こども教育課）

ことばの発育で気
になる事など

言語聴覚士
幼児ことばの教室
撒（５７）４２０９

教育相談
月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時
１３時～１７時

町こども教育課
児童生徒・保護者
の方の悩み、教育
に関する相談

相談員
こども教育課
撒（５７）４２０９

あすなろ教育
相談

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時
１３時～１５時

あすなろ教室相談室
（町武道館裏）

不登校に関する相
談

相談員
あすなろ教育相談室
撒（５７）４１８９

野木町障がい
者虐待防止セ
ンター

（来所）月～金曜日
　　　（祝日を除く）
　　　８時３０分～１７時１５分
（電話）随時

○来所
　町保健センター
○電話相談
　（平日）（５７）４１９６
　（休日・夜間）
　０９０（３２４６）２２６０

障がい者の虐待に
ついての相談・通報

町職員
健康福祉課
撒（５７）４１９６

ライフサポート
センターゆめ

月～金曜日
８時３０分～１７時１５分

町総合サポートセン
ター内

障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）６９５１

みらい
月～金曜日
１０時～１７時

丸林３７１－１２
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
みらい
撒（５７）２６７３

パソコンサロン

１１月８日（木）
１３時３０分～１５時３０分
１１月１７日（土）
９時３０分～１１時３０分

町公民館
パソコン初心者対
象の相談室

パソコンサロン会員
町公民館
撒（５７）４１７７

交通事故巡回相談
毎月第２・第４火曜日
１０時～１１時２０分
１３時～１４時２０分

小山市役所
市民相談室
（市役所地下）

交通事故での損害賠
償や示談交渉など

交通事故相談員
小山市役所
生活安心課
撒０２８５（２２）９２８２

不動産無料相談

毎月２３日（土日祝に重
なる場合はその前日）
１３時３０分～１６時３０分
（要予約）

（公社）栃木県宅地建
物取引業協会県南支部
（栃木市大宮町2617-15）

土地・建物など不動
産取引に関する相談

（公社）宅地建物取引
業協会の相談員

（公社）栃木県宅地建物
取引業協会県南支部
撒０２８２（２７）９０８８
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関東どまんなかサミット情報

野木町煉瓦窯を未来に残すために、
寄附金・募金を受け付けています

問野木ホフマン館撒（３３）６６６７

【ご協力いただいた寄附金・募金（９月末現在）】
　寄附金　　　　　　９,２３２,９９３円
　（内ふるさと納税　３,４７３,０００円）
　募　金　　　　　　１,３１４,９９８円
　今までの累計　　　１０,５４７,９９１円

　野木町煉瓦窯累計見学者数　　　５０，３２１人
　野木ホフマン館累計来館者数　１５９，０８５人

野木町煉瓦窯・ホフマン館の状況（９月末現在）

町内の交通事故

９
月
累
計

件数 2

死者 0

傷者 3

30
年
累
計（
前
年
比
）

件数
（増減）

36
（18）

死者
（増減）

0
（-2）

傷者
（増減）

51
（35）

町内の犯罪発生件数

９
月
累
計

空き巣 ０

自動車盗 ０

車上ねらい １

自転車盗 ０

30
年
累
計（
前
年
比
）

空き巣
（増減）

11
（-16）

自動車盗
（増減）

6
（2）

車上ねらい
（増減）

19
（-17）

自転車盗
（増減）

6
（-2）

町内の救急出動

９
月
累
計

出場
件数 95

搬送
人員 81

30
年
度
累
計（
前
年
度
比
）

出場
件数
（増減）

545
（74）

搬送
人員
（増減）

505
（63）

加須市（埼玉県）

加須市ふるさと写真・動画コンクール作品募集

　今年度から写真の部に「小・中学生の部」を新設しま
した。また、動画部門で賞金に加えて「かぞブランド認
定品」を賞品としました。
みなさんのご応募をお待ちしております。

【写真の部】
　テーマ　「加須の四季」※渡良瀬遊水地は全域対象
　応募期間　平成 31年 1月 4日（金）～ 11日（金）
　※小・中学生の部は受付中です。
【動画の部】
　テーマ　「加須の魅力」
　応募期限　12月 28日（金）
　※規格や応募方法など詳しくは、市ホームページ
　　をご覧ください。
問　加須市シティプロモーション課撒0480（62）1111

古河市（茨城県）

第 13回古河菊まつり

　古河市菊花会の会員が丹精込めて育てた約1,800鉢
の菊花を展示します。特に、菊まつりのシンボル的存
在である「五重塔」や、市民や幼稚園で育てられた菊
で作られた「筑波山」は見応えがあります。

期間　10 月 27日（土）～
　　　11月 23日（金・祝）
時間　９時～ 16時
　（11月23日は12時まで）

場所　ネーブルパークふれあい広場（古河市駒羽根620）
入場料　100 円（高校生以下は無料）
　※11月 19日～ 23日は入場無料。
問　古河市観光協会（市役所観光物産課内）
　　撒 0280（23）1266

栃木市（栃木県）

とちぎ蔵の街美術館「浮世絵
で見る歌舞伎の世界」

　江戸時代から明治初期にかけ
て、人々の一番のエンターテイン
メントであった歌舞伎。本展では、
当時のスター役者、人気演目など
を描いた役者絵を中心に、歌舞伎
の世界へご案内します。

会期　12 月 24日（月）まで
　（月曜休館）　9時～ 17時
料金　高校生以上300円
　　　中学生以下無料
会場・問　とちぎ蔵の街美術館　
　（栃木市万町）撒 0282（20）8228

小山市（栃木県）

第11回「おもいがわ映画祭」

　邦画・アニメの名作を上映。豪
華ゲストも登場。

期間　11 月 17日（土）、18日（日）
　【ショートムービー上映会11月10日（土）】
劇場　シネマロブレ、シネマハー
　ヴェスト
料金　1,500 円
　（２人または２回鑑賞券）
作品　『戦国自衛隊』、『湖の琴』、『名
　探偵コナン』、『今夜、ロマンス
　劇場で』、『ダンケルク』、『50回
　目のファーストキス』等
問　ＮＰＯ法人おもいがわ映画祭
　実行委員会撒 0285（21）2020

板倉町（群馬県）

板倉町民教養講座開催

【第１回】　12 月１日（土）
【第２回】　12 月８日（土）
時間　18 時開場、18時 30分開講
会場　中央公民館大ホール
内容　【第１回】大瀬良知子「明日
　から実践できる健康意識改革－
　健康寿命を延伸しよう－」
　【第２回】後藤恭子「タニタの社
　員食堂の礎を築いた管理栄養士
　が伝える太らない７つの法則」
チケット　500 円（２回通し券）
※板倉町教育委員会窓口・各公民
　館・わたらせ自然館・文化財資
　料館にて購入可能。（電話予約可）
問　板倉町生涯学習係（中央公民館）
　　撒 0276（82）2435

不審者情報、事故発生場所ホームページ

　→ http://www.machi-info.jp/machikado/police_pref_
　　　　　　　　　　　　tochigi/app/app_accident.html
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こ
ん
な
ク
ラ
ス
を

　
　
　
　
　

目
指
し
て
い
ま
す

『
こ
ん
な
ク
ラ
ス
に
し
た
い
！
』

と
い
う
各
ク
ラ
ス
の
テ
ー
マ
、

児
童
の
思
い
や
が
ん
ば
っ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
一
年
　
印い

ん

で

い

出
井
　
一か

ず

き輝

　
こ
ま
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

お
て
つ
だ
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
一
年
　
加か

と

う藤
　
瑛え

い

と斗

　
け
ん
か
し
な
い
よ
う
に
、
だ

れ
に
で
も
や
さ
し
く
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
二
年
　
川か
わ
し
ま島

　
花か

れ

ん恋

　
わ
る
い
こ
と
を
し
な
い
で
べ

ん
き
ょ
う
を
が
ん
ば
っ
て
い
る

に
こ
に
こ
に
の
二
年
生
に
し
た

い
で
す
。

　
　
　
　
二
年
　
関せ
き

　
真ま

な

み

奈
美

　
み
ん
な
け
ん
か
し
な
い
で
、

な
か
よ
く
げ
ん
き
に
あ
そ
ん
だ

り
、
お
し
え
た
り
す
る
ク
ラ
ス

に
し
た
い
で
す
。

　
　
　
三
年
　
　
栗く

り

た田
　
颯り
ゅ
う
く空

　
ぼ
く
は
、
ケ
ン
カ
が
な
く
、

一
人
一
人
が
明
る
く
て
が
ん
ば

る
ク
ラ
ス
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
け
じ
め
の
つ
け
ら

れ
る
ク
ラ
ス
に
し
た
い
で
す
。

　
　
　
三
年
　
　
小こ

ぼ

り堀
　
心こ

は

る春

　
全
員
で
ど
力
し
合
い
、
た
す

け
あ
っ
て
い
く
三
年
生
の
ク
ラ

ス
に
し
た
い
の
と
、
み
ん
な
が

え
顔
で
こ
こ
ち
の
よ
い
ク
ラ
ス

を
目
指
し
た
い
で
す
。

　
　
　
四
年
　
　
佐さ

と

う藤
　
芽め

い

さ咲

　
友
達
や
学
校
の
た
め
に
、
み

ん
な
で
協
力
し
た
り
、
教
え

あ
っ
た
り
す
る
ク
ラ
ス
に
し
た

い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
わ
か

ら
な
い
事
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫

だ
か
ら
で
す
。

　
　
　
四
年
　
　
殿と
の
お
か岡

　
漱そ
う
す
け介

　
ぼ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
自

分
で
考
え
て
行
動
し
て
、
友
達

や
学
校
を
ア
シ
ス
ト
（
手
助

け
）
で
き
る
ク
ラ
ス
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
五
年
　
　
高た
か
は
し橋

　
菜な

つ

み摘

　
私
は
、
友
達
と
仲
良
く
協
力

す
る
ク
ラ
ス
に
し
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
自
分
か
ら
友
達

の
よ
い
と
こ
ろ
を
さ
が
す
こ
と

を
毎
日
心
が
け
て
い
き
た
い
で

す
。

　
　
　
五
年
　
　
松ま
つ
も
と本

　
凌り

く空

　
ぼ
く
は
、
あ
き
ら
め
な
い
で

最
後
ま
で
や
り
と
げ
る
ク
ラ
ス

に
し
た
い
で
す
。
友
達
が
失
敗

し
て
も
せ
め
ず
は
げ
ま
し
て
あ

げ
た
い
で
す
。
よ
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
て
ほ
め
合
い
た
い
で
す
。

☆
苦
し
い
時
こ
そ
努
力
し
て
、

　
　
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
も
う
！

☆
誰
に
で
も
大
き
な
声
で

　
　
　
　
あ
い
さ
つ
し
よ
う
！

☆
自
信
を
も
っ
て
た
く
さ
ん

　
　
　
　
　
手
を
挙
げ
よ
う
！

　
　
　
六
年
　
　
殿と
の
お
か岡

　
南み

な

み美

　
私
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

最
高
の
思
い
出
を
作
れ
る
ク
ラ

ス
に
し
た
い
で
す
。
小
学
校
生

活
最
後
の
一
年
、
ク
ラ
ス
の
絆

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
協
力
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
六
年
　
　
松ま
つ
も
と本

　
大だ

い

き輝

　
ぼ
く
は
、
い
つ
も
み
ん
な
が

笑
顔
な
ク
ラ
ス
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
成
功
は
ほ
め
合
っ
て
、

失
敗
し
た
時
に
は
、
そ
れ
を
み

ん
な
で
次
に
生
か
そ
う
と
す
る

ク
ラ
ス
に
し
た
い
で
す
。

みんなにこにこ

なかよくたすけあうクラス

野
木
小
学
校

がっこうがっこういつもなかよし！

ともだちがいやがる
ことはしない

アシストできる４の１

下級生の手本になる６年生

正直で思いやりのある

元気いっぱいのクラス

失敗をせめず　友達のよい
ところをほめるクラス
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【自治会の役割とは？】

　自分たちの暮らす地域をどのような地域にし、どのように助け合っていくかは、そこで暮らす人た
ちの合意で決めることが必要です。その役割を担っているのが自治会です。地域で決められたルール

を保ち、かつ、地域の連帯を強め、助け合うために、多くの方々に自治会へ加入していただくことが

重要になります。特に、災害時の安否確認、防犯対策、清掃・美化や生活環境の改善などの身近な問

題に対し、地域が一体となることで、その取り組みの効果がますます高まることになります。

　また、自治会では、地域の要望を町に相談したり、回覧板などにより、地域や町からの情報を周知・

伝達するなどの役割も担っています。

【今こそ地域の団結力を！】

　自治会活動は、会員の方々の日々の活動によって支えられています。いざという時のために、今こ
そ地域の団結力が求められています。少子高齢化が進んだ今こそ、地域で子どもや高齢者を見守り、

見守られるといった途絶えることのない組織が地域には必要です。「顔が見える地域」づくりのために、

ぜひ自治会に加入しましょう。

【自治会に加入するには？】

　・自治会に入りたい → お住まいの地域の自治会長へご連絡ください。
　・自治会長が分からない → 町総務課へお問い合わせください。

自治会に加入しましょう！

問総務課　撒（57）4114

自治会ではおもに次のような活動をしています。

１．災害に強いまちづくり ･･･自主防災組織の結成、防災訓練など

２．安心して暮らせるまちづくり ･･･子ども・高齢者の見守り、防犯灯の設置要望、防犯パトロール、交

　　　　　　　　　　　　　　　　　通事故防止活動など

３．快適なまちづくり ･･･地域内の道路・公園の清掃、ごみ集積所の維持管理など

４．ふれあいのまちづくり ･･･運動会や夏祭りなどの住民同士の親睦・交流を図るためのイベントの開催など

５．情報の提供 ･･･広報紙や町からの連絡文書の配布・回覧など

～今こそ地域の団結力を～

問総務課　撒（57）4112

自主防災組織とは野木町の防災 Vol.５

　自主防災組織とは、地域住民が自主的な防災活動を行う組織です。特に大規模な災害が起こった場合、

電話が不通になったり、道路交通網・電気・ガス・水道設備などが破壊されたりして、消防などの防災

関連機関の活動が制限される事態が予想されます。そのような事態に備え、住民が連携し、協力し合っ

て地域の被害を最小限に抑える事が自主防災組織の役割・意義です。

　町や県には、自主防災組織の育成や支援のための補助制度があります。上手に活用し地域の防災力

向上を図りましょう。

●日頃から災害に備えるための活動

　①防災知識の普及・啓発

　②防災訓練の実施

　③防災資材・機材の備蓄と点検

　④災害危険箇所等の点検　など

●災害発生時は人命を守り被害の拡大を防ぐ

　①出火の防止、初期消火　④住民の避難誘導

　②被害者の救出・救護　　⑤給食給水

　③情報の収集伝達　など
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シ
リ
ー
ズ 

野
木
町
の
ご
み
処
理

問
生
活
環
境
課
　
撒（
５７
）４
２
４
７

各
種
リ
サ
イ
ク
ル
法
等
に
お
け
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 
取
組
み
に
つ
い
て

　
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
は
、
廃
棄
物
処
理
法

の
他
、「
資
源
有
効
利
用
促
進
法
」、「
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」、「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」、

「
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
」、「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

法
」、「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
」、「
小
型
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
」
等
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
法
等
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
消
費
者
、
事
業

者
等
の
義
務
、
循
環
ル
ー
ト
等
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
商
品
の
容
器
や
包
装
に
つ
い
て
は
、

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、
不
要
と

な
っ
た
【
金
属
製
容
器
包
装
】（
ア
ル
ミ
缶
及

び
ス
チ
ー
ル
缶
）、【
ガ
ラ
ス
製
容
器
包
装
】（
ガ

ラ
ス
び
ん
）、【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
】

（
プ
ラ
製
の
容
器
や
包
装
）、【
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
】

な
ど
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
は
市
町
村
ご
と
に

定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
分
別
し
て
出
し
、

そ
れ
を
各
市
町
村
が
分
別
し
て
収
集
し
、
最
終

的
に
は
容
器
の
製
造
業
者
、
包
装
を
利
用
す
る

販
売
業
者
等
が
そ
れ
を
引
き
取
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
品
の
容
器
や
包
装
に
つ
い
て
は
、

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
リ
サ
イ
ク

ル
の
取
組
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ー
パ
ー
等
の
店

頭
に
お
け
る
牛
乳
パ
ッ
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等

の
回
収
、
自
治
会
に
よ
る
古
紙
等
の
集
団
回
収

等
の
よ
う
に
自
主
的
な
取
組
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る
上
で
は
、
こ

れ
ら
の
取
組
も
と
て
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る

も
の
は
【
プ
ラ
容

器
】
や
【
資
源
物
】

と
し
て
分
別
し
、

ご
み
の
減
量
化
に

ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

81

平成 29年度 野木町ごみ処理経費の実績

【ごみ処理経費】
　約３. ６億円
【１人当たりの年間ごみ処理費用】
　約１万４千円
【家庭ごみ１トン当たりの年間処理費用】
　約１万９千円

　今回より「のぎ地産地消シリーズ」の連載が始まります。全12回で町内の地
産地消情報を発信しますので、よろしくお願いします。

　さて、みなさんは「地産地消」という言葉をご存知ですか？

　地産地消とは「地元で生産された農産物を地元で消費する取組」のことを指

します。地元の農産物を消費することで、生産者の顔がわかる新鮮で安全な農

産物から安心感を得られたり、国産農産物の消費による食料自給率の向上、輸

送距離の短縮による排気ガスの削減などのさまざまなメリットがあります。

そして野木町では今月から毎月18日を「のぎ地産地消の日」とすることにな
りました。

　18日にのぼり旗が掲げられているお店では野木町産農産物の販売や、野木
町産農産物を使用した料理を提供しております。

　旗を目印に野木町の地産地消を進めましょう♪

問産業課　撒（57）4151

毎月１８日は「のぎ地産地消の日」！

 のぎ地産地消シリーズ　Vol.1
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あなたのそばに暴力（ＤＶ）はありませんか？

問生活環境課　撒（57）4132

～１１月１２日から２５日は「女性に対する暴力をなくす運動」実施期間です～

【ＤＶには以下の形態があります】

◎身体的暴力…殴る・蹴る・突き飛ばす・物を投げる・首を絞める など
◎精神的暴力…大声で怒鳴る・無視する・生活費を渡さない・自尊心を傷つける・相手の行動を制限する など
◎性的暴力…性行為を強要する・避妊に協力しない・中絶を強要する など

【子どもがＤＶを目撃することは児童虐待にあたります】

　ＤＶのある家庭においては、たとえ子どもに暴力が及んでいなくても、ＤＶを目撃したりＤＶの雰囲

気を感じとることによって、感情表現や問題解決の手段として暴力を学習してしまうなど、子どもに悪

影響を及ぼします。

【デートＤＶをご存知ですか？】

　交際相手との間で起こる暴力のことを「デートＤＶ」と言います。男女間の交際が始まる若年層（高校

生や大学生など）においての暴力（ＤＶ）の増加が問題視されています。

どんなに親密な関係にあっても、暴力は決して許される行為ではありません。

あなたのそばに暴力はありませんか？相談してみることで、ひとりでは気づかなかった解決方法が見つ

かるかもしれません。ひとりで悩まず、ご相談ください。

【ＤＶチェックシート】

□自分の思い通りにならないと怒る

□相手の希望を無視して、物事を決める

□相手が他の人と仲良くすると責める

□生活費を（少ししか）渡さない

□相手の行動や交友関係を何でも

　知りたがる

□携帯電話にたびたび連絡して

　行動をチェックする

※該当する項目があったら相手を支配し

ようとしている表れです。自分や相手の

態度や行動を見直しましょう。

※ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）とは、配偶者（内縁関係・元配偶者も含む）や恋人など親密な関

係にある人から振るわれる暴力のことです。

暴力は繰り返し行われていませんか？

ハネムーン期（安定期）

◎もう絶対に暴力を振るわ

ないと約束する

◎強い愛情を注ぐ

◎プレゼントをする

爆発期

◎怒りのコントロールがで

きなくなる

◎緊張が高まり暴力を振る

う

蓄積期

◎イライラした態度を見せる

◎言葉が荒くなる

◎ちょっとしたことで機嫌を

損ねる

暴力のサイクルは
ひとりでは抜け出せません

【ＤＶに関する相談窓口】

◆とちぎ男女共同参画センター相談ルーム

◆認定NPO法人サバイバルネット・ライフ

◆野木町生活環境課　人権・協働推進係

撒 028（665）8720
（平日 9:00～ 20:00、土日 9:00～ 16:00）
撒 0285（24）5192（月火木金 10:00～ 16:00）
※面談・カウンセリング要予約

撒（57）4132（平日 8：30～ 17：15）
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地域で守ろう！子どもの笑顔～児童虐待防止～

11月は児童虐待防止推進月間です

子どもへの虐待（児童虐待）は年々増加傾向にあります。虐待は子どもの心身を傷つけます。

地域で虐待に気づき、子どもの笑顔を守りましょう。

○児童虐待ってどのようなこと？

　「虐待」とは親の都合や感情によって子どもを思いどおりにしようとする行為であり、力によるコン

トロールです。子どもは恐怖心から「見せかけの反省」を見せますが、実際にはその場しのぎの嘘をつ

くようになったり、保護者が見ていないところで荒れた行動をとるようになったりする場合もあります。

～虐待の４種類～

○周囲にこのような親子はいませんか？～虐待に気づくために～

　【子ども】

・ちょっとしたことでひどく怯える。大人の顔色を過度にうかがう。　　・表情が乏しい。

・感情のコントロールができず、急に爆発する。　　・泣き声が聞こえる。

・病気ではないのに低身長・低体重である。　　・不自然な外傷（傷、あざなど）がある。

・給食をむさぼるように食べる。　　・身体を触れられたり、着替えを嫌がる。　　　　　など

　【保護者】

・子どもの養育に関して拒否的・無関心。　　・夫婦間不和。

・叱る声や怒鳴り声が聞こえる。　　・近隣との交流がなく、地域で孤立している。

・子どもの外傷や状況について説明が不自然。　　・子どもに能力以上のことを要求する。　　　など

※地域で気になったことがあったとき、子育てで困ったときには１人で抱え込まずに連絡・相談を！

〈身体的虐待〉

・殴る・蹴るなどの暴力

・戸外に閉め出す

・やけどを負わせる

・乳児を強く揺さぶる　　　　　　など

〈心理的虐待〉

・無視する　・拒否的態度をとる

・夫婦間の暴力（DV）を見せる
・ほかの兄弟と差別する　

・言葉による脅かし、暴言　　　など

〈ネグレクト〉（養育の放棄・怠慢）

・食事を与えない・学校に行かせない

・不潔な環境で生活させる

・病気やけが、虫歯の治療をしない

・子どもを残し外出する　　　　　など

〈性的虐待〉

・性行為を強要する

・性器や性交を見せる

・ポルノビデオを見せる　

・ポルノ写真の被写体にする　 など

問こども教育課　撒（57）4138

野木町こども教育課　撒（57）4138
県南児童相談所　撒 0282（24）6121
児童相談所全国共通ダイヤル　撒 189（いちはやく）
※通報者の情報を知られることはありません。

栃木県「早期発見と連携のための児童虐待初期対応ガイド」より一部抜粋
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問総合サポートセンター　撒（33）6878

　野木町総合サポートセンターは、健康や福祉、子育てに関する総合相談窓口であり、皆様の生

活の中の困りごとを解決に向けて一緒に考えていくための施設です。

　平成 31年４月の本格オープンに向けて、毎月サポートセンターについて紹介していきます。
　今月は施設の平面図と各部屋の概要を紹介します。

野木町総合サポートセンターを紹介します

① 総合事務室：健康や福祉に関する総合相談窓口。各分野の初期相談を受付けます。
② 地域包括支援センター：高齢者関係の総合相談窓口です。
③ 障がい者相談・訪問看護：障がい者関係の総合相談窓口です（訪問看護は電話対応）。
④・⑤ 多目的室１、２：講座や体操教室等を実施します。
⑥ 町医師会室：町医師会が会議等で利用します。
⑦ 談話室：フリースペース。図書コーナーを設置し、誰もが気軽に立ち寄れる場所です。
⑧ 子育て支援室：子育て中の親子の居場所、子育てに関する相談を受付けます。

　☆次号は「総合事務室」の役割をご紹介します。

シリーズ総合サポートセンター①
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第
33
回
新
橋
祭

広
報
連
絡
委
員 

　
　

川
元
　
由
美
子

　
８
月
25
日（
土
）15
時
30
分
、
あ
じ

さ
い
公
園
に
お
い
て
打
ち
上
げ
花
火

の
合
図
と
と
も
に
「
新
橋
祭
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
真
瀬
町
長
は
じ
め
町

議
会
議
員
な
ど
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
こ
の
お
祭

り
は
、
新
橋
区
民
の
交
流
を
深
め
親

睦
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
い
う
趣
旨
で

始
ま
っ
た
新
橋
区
の
メ
イ
ン
行
事
で

す
。
今
年
で
33
回
目
を
迎
え
、
檜
山

新
橋
区
長
の
ご
挨
拶
に
も
力
が
こ
も

り
ま
す
。
今
年
は
１
２
０
０
人
も
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
御
神
輿
が
会
場
内
を
巡
行
し
た
後
、

新
橋
小
学
校
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
や
野
木
第
二
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
、
松
原
区
の
お
囃
子
保
存
会
の

奏
で
る
演
奏
に
続
き
、
多
く
の
地
域

住
民
の
サ
ー
ク
ル
が
ス
テ
ー
ジ
上
で

こ
の
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
各
自
治
会
・
団
体
の
趣
向
を

凝
ら
し
た
模
擬
店
に
人
が
集
ま
り
、

久
し
く
会
わ
な
か
っ
た
方
と
近
況
報

告
し
た
り
、
健
康
を
気
遣
う
会
話
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
夏
の
終
わ
り
の
こ
の
お
祭
り
の
お

か
げ
で
、
普
段
は
あ
ま
り
お
話
し
す

る
機
会
の
な
い
方
々
と
私
は
野
菜
を

売
り
な
が
ら
交
流
す
る
機
会
を
頂
き

ま
し
た
。

　
こ
こ
に
縁
が
あ
っ
て
住
み
、
子
育

て
し
、
親
を
看
取
り
、
そ
し
て
自
分

た
ち
も
気
が
付
け
ば
老
齢
。
子
供
た

ち
・
孫
た
ち
が
お
盆
に
帰
省
し
た
い

故
郷
。
し
み
じ
み
と
「
こ
こ
が
故
郷

だ
」
と
言
え
る
そ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
あ
る
た
め
に
こ
の
お
祭
り

は
と
て
も
重
要
で
す
。
ジ
ャ
ズ
や
ハ

ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
の
心
地
よ
い
演
奏

と
と
も
に
日
が
暮
れ
て
い
き
ま
し
た
。

盛
大
な
お
祭
り
の
準
備
を
し
て
下
さ

い
ま
し
た
役
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広報連絡委員レポート呉３９０

◆ ◆ ◆ 人身取引について ◆ ◆ ◆

　

誰もが心豊かに暮らせる社会の実現を目指して
人権学習シリーズ⑤

問生活環境課　撒（57）4132

　人身取引とは、犯罪組織や悪質なブローカー（売買を仲介する人）が、暴力や脅迫、誘拐、

詐欺などの手段によって性的搾取や労働の強要、臓器の摘出などを目的として被害者を支配

下に置いたり、引き渡したりする犯罪行為です。これはトラフィッキングとも呼ばれ、心身

ともに深刻な苦痛をもたらす人権問題です。この人身取引は日本でも行われていて、昨年、

国内で保護された人は 46人もいました。
　実際に日本では、次のような事例が検挙されました。

　　　　援助交際などをしていた日本人女性が、覚せい剤等で薬漬けにされた上で、

　　　　その代金支払いなどを口実に、携帯電話や財布を取り上げられ加害者の監

　　　　視下に置かれて売春を強要され、売春の報酬を全額取り上げられた。

　行政や警察では、人身取引の防止、撲滅、被害者の保護のため取組みを進めていますが、近

年は人身取引の手口がより巧妙になり、被害が表面化しにくくなっています。

　人身取引は被害者の生命に関わる重大な問題であり、絶対に許される行為ではありません。

自分のまわりに、自由を奪われ、売春や労働などを強要されている人がいないか気にかけてく

ださい。人身取引の被害者が助けを求めてきたり、被害者らしい人の噂話などを聞いたりした

ら、最寄りの警察署や入国管理局に連絡しましょう。匿名通報ダイヤル（0120-924-839）
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1/27

 

12/9

㎠※火曜日を除く

 
‼

11月号 のぎ広報（10/11現在）
　
野木町広報をこのとおり提出して
よろしいか伺います。

No.93No.93

合
併
し
な
い「
酒し

す

い

ま

ち

々
井
町
」と「
野
木
町
」

　
今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
夏
は
猛
暑
日
が
続
き
、
早
く
か
ら
大

き
な
台
風
が
何
度
も
来
て
大
変
で
し
た

が
、
冬
は
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な
る

の
か
ど
う
か
、
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
ね
。
よ

く
異
常
気
象
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
平

成
最
後
か
ら
次
の
元
号
の
始
ま
り
ま
で

は
、「
ど
う
ぞ
平
穏
な
気
候
で
過
ぎ
ゆ
き

ま
す
よ
う
に
」
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
野
木
町
は
小
山
、
栃
木
、
古
河

市
等
と
大
き
な
自
治
体
に
囲
ま
れ
た
小
さ

な
町
で
す
が
、
明
治
22
年
に
周
辺
10
か
村

が
合
併
し
て
以
来
、
村
か
ら
町
と
は
な
り

ま
し
た
が
、
一
度
も
合
併
し
た
こ
と
が
な

い
町
で
す
。

　
そ
の
こ
と
で
、
今
年
は
同
じ
く
一
度
も

合
併
し
て
い
な
い
千
葉
県
の
酒
々
井
町
よ

り
オ
フ
ァ
ー
が
あ
り
、
ぜ
ひ
文
化
交
流
を

し
て
い
き
た
い
旨
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
７
月
の
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
時
に
は
、
町
長
さ
ん
以
下
何
人
か

で
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
と
い
う
の

も
初
代
古
河
公
方
と
な
る
足
利
成
氏
が

１
４
７
１
年
に
上
杉
勢
の
総
攻
撃
を
受
け

た
時
に
、
千
葉
県
の
千
葉
孝
胤(

の
り
た

ね
）
の
居
城
で
あ
る
佐
倉
（
現
在
の
千
葉

県
酒
々
井
町
）
に
一
時
退
避
し
助
け
ら
れ

た
こ
と
。
ま
た
そ
の
後
勢
力
を
整
え
て
古

河
に
戻
れ
た
こ
と
。
さ
ら
に
成
氏
の
墓
は

野
渡
の
満
福
寺
に
あ
る
こ
と
等
、
何
か
と

縁
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
明
治
の
市
町
村
制
施
行
以
来
、
一
度
も

合
併
し
て
い
な
い
「
町
」
を
調
べ
て
い
く

う
ち
に
、
更
に
共
通
す
る
所
が
あ
る
事
が

わ
か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る

互
い
の
友
好
関
係
を
大
切
に
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
と

同
じ
よ
う
に
、
不
思
議
な
糸
で
結
ば
れ
る

ご
縁
を
感
じ
ま
し
た
。
千
葉
県
と
栃
木
県

で
遠
く
離
れ
て
は
お
り
ま
す
が
、
お
互
い

に
交
流
が
深
ま
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
独
立
性
を
保
ち
、
独
自
の
道
を
歩
ん

で
い
る
町
同
士
で
、
分
か
り
合
え
る
こ
と

は
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

↑足利成氏墓所（満福寺）

「千葉氏まつり」で
盛り上がる酒々井町

→
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トピックス ～町の話題～

野木町工場協会ソフトボール大会結果

　９月５日から 12日に行われた野木町工場協会
ソフトボール大会では、栄研化学㈱野木事業所が

優勝いたしました。

　９月の定例議会で小俣多美枝氏の教

育委員選任が同意され、10月１日付で
町長から任命されました。

教育委員に任命されました

→
優
勝
し
た
栄
研
化
学
㈱
野
木

　
事
業
所
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

◆優　勝　栄研化学㈱野木事業所

◆準優勝　日本ピストンリング㈱栃木工場 Ａ
◆３　位　杏林製薬㈱わたらせ創薬センター

　９月３日（月）、森田秀夫氏を交通指導員として、新

たに委嘱いたしました。

　町では、現在７名の交通指導員が活動しており、毎朝、

児童・生徒の登校時に主要な交差点などで、子どもた

ちが安全に登校できるよう立哨指導を行っています。

　森田氏は、南赤塚学区の担当となります。

交通指導員を委嘱しました

ラジオ体操府県優良団体等表彰を受賞されました

　野木町みんなのラジオ体操愛好会のメンバーの真木内眞

理子さん、野邉さと子さん、畑澤真弓さんが、株式会社か

んぽ生命保険、日本放送協会、NPO法人全国ラジオ体操連
盟よりラジオ体操府県優良団体等表彰を受賞されました。

　これは、ラジオ体操の実践指導を通してラジオ体操の普

及発展に貢献し、町民の健康増進に寄与したことが認めら

れたもので、栃木県内での個人受賞者４人の内３人が野木

町から受賞されました。

　同会では、今後も町内の各公園でラジオ体操会を広めて

いきたいとのことです。

　皆さまの更なるご活躍が期待されます。

（左から）寳示戸英夫会長、　森田秀夫氏、真瀬町長

教育委員（新任）
小俣多美枝 氏

（左から）野邉さと子さん、真木内眞理子さん、
　　　　 畑澤真弓さん

野木町煉瓦窯の見学者数が 5 万人を突破しました !!
　９月 21日（金）、野木町煉瓦窯の見学者数が５万人を突破し、記
念セレモニーが行われました。記念すべき５万人目の見学者である

野木町在住の渡部絵里子さんには、真瀬町長から認定証と記念品が

贈られました。

　2016年５月 10日のグランドオープンから２年４ヶ月が経過し、
ホフマン館の来館者数は煉瓦窯見学者を含んで 15万人を越えてお
ります。今後もたくさんのお客様のお越しをお待ちしております。
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トピックス ～町の話題～

第 24 回世界学生選手権大会日本史上初の優勝！！
　　　　　　　ハンドボール日本代表（U-24）永塚梓

あずさ

さん

アジア大会 2018 金メダル！！
　　　　　　　総合馬術団体日本代表　平永健太さん

◇優勝おめでとうございます。今の率直な感想を教えてください。

　日本史上初の優勝。本当に嬉しいです。その場に立ち会えた

こと、この経験は一生忘れません。

◇今回の大会の勝因はどのようなところだったのでしょうか。

　圧倒的に体格の大きい相手に対して、日本人の体の小ささを

活かした俊敏なプレーや、スピードプレーを利用して得点を重

ねられたところです。

◇野木町でスポーツを頑張っている子どもたちに伝えたいことは？

　どんなに好きなスポーツでも苦しいことや辛いこと、辞めたいと思うこと

が絶対にあるけれど、諦めないでほしいと思います。何らかの形でその頑張

りは必ず自分に返ってくると思います。

◇今後の意気込みを教えてください。

　今回の優勝という経験を経験だけで終わらせたくないので、自分自身の成長

の糧にしてもっと強くなります。そしてお世話になった野木町、栃木県へ恩返ししたいです。

↑第24回世界学生選手権大会表彰式にて
　（クロアチア・リエカ）

↑チームの仲間とともに
　（一番右が永塚選手）

　野木中学校出身で、ハンドボール日本代表（U-24）に選出さ
れた大阪ラヴィッツ所属の永塚梓選手が、クロアチアのリエカ

で行われた第 24回世界学生選手権大会（７月 30日～８月５日）
で、見事優勝されました。

★総合馬術競技は、馬場馬術、
クロスカントリー、障害飛越
の３種目を同一人馬で３日間
をかけて行う競技で、その３
種目の減点合計が少ない人馬
が上位となります。

　インドネシア・ジャカルタで行われたアジア大会 2018 の総合馬
術団体で、乗馬クラブクレイン栃木の平永健太選手が金メダルを獲

得しました。９月25日（火）、真瀬町長を表敬訪問し、感謝状が手
渡されました。

　平永選手は、今回のアジア大会が初の国際大会で、団体メンバー

４人のうちの１人として金メダルに貢献しました。「愛馬デラーゴ号

と出会って調子も良くなり、周りにも支えられて優勝できた」と大

会を振り返りました。

（野木町在住）

　高校時代に馬と出会って馬術を始め、

「馬は話せないが手綱や足の合図でコ

ミュニケーションができ、難しさもあ

るが楽しさもある」と馬術の魅力を話

します。現在は、乗馬クラブクレイン

栃木で馬のトレーニングなどを行って

います。

　2020 年の東京オリンピックに向け
て「世界との壁はまだまだ高いが可能

性はある。世界大会でのメダル獲得に

向けて日々努力していきたい」と今後

の抱負を語ってくれました。
↑アジア大会2018表彰式にて
　（右から２番目が平永選手）

©日本馬術連盟

©日本馬術連盟
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トピックス ～町の話題～

みんなが主役の運動会 !!

　今年も町内の各小学校にて秋季大運動会が開催されました。児童のみなさんは、家族や地域の方々の

熱い声援を受けながら、日ごろの練習の成果を存分に発揮していました。

一戦闘魂 !!
～本気をぶつけろ　限界突破 !!～

野木中学校9．1６

輝け紅白！全力出し切り優勝めざせ！

友沼小学校９．２２

見せてやる！佐川野っ子の団結力

佐川野小学校９．２３

仲間を信じて一致団結！
         勝利に向かって突き進め！

南赤塚小学校９．２３
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町の人口 10月１日現在
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第41回 産業祭
　町の産業を一堂に集め、町民の方々への紹

介を通して農業・商業・工業の調和のとれた

発展に寄与するため開催します。

　お誘い合わせのうえご来場ください。

問総務課　撒（57）4134

日　時　11月 11日（日）　９時～ 14時
会　場　エニスホール

催し物　・おたのしみ抽選会

　　　　・農産物共進会・即売会

　　　　・工場製品等展示即売会

　　　　・郷土手作り食品即売会　他
　来年小学生になるお姉ちゃんとそんな
お姉ちゃんが大好きな１歳の弟と仲良い
姉弟をおじいちゃん・おばあちゃんは大
好きです。
　いつまでも仲良くね！

馬
場　

京
み
や
こ

ち
ゃ
ん

　
　
　

開か

い

り理
く
ん

（
１
歳
）

（
６
歳
）

問産業祭実行委員会事務局（産業課内）

撒（57）4240

※詳しくは、別配布のチラシをご覧ください。

蒼
天
見
ゆ

　
主
人
公（
臼
井
六
郎
）の
父
、
臼
井
亘
理
は
、
藩
内
の
権
力
抗
争
か
ら
、
尊
王
攘
夷
派

に
殺
害
さ
れ
た
。
六
郎
十
才
の
時
で
あ
っ
た
。
慶
応
三
年
に
大
政
奉
還
、
こ
の
国
の
流

れ
は
決
定
的
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
に
、
慶
応
四
年
に
こ
の
事
件
が
あ
っ
た
の
は
余

り
に
も
悲
劇
的
だ
。
六
郎
は
い
つ
か
き
っ
と
仇
を
討
つ
と
心
に
誓
う
。
雄
伏
十
三
年
、

度
重
な
る
難
局
を
乗
り
越
え
、
本
懐
を
遂
げ
る
。
江
戸
時
代
な
ら
ば
父
親
の
仇
を
討
つ

こ
と
は
美
徳
と
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
六
年
に
仇
討
ち
禁
止
令
が
出
て
今
は
犯
罪
な
の

だ
。
臼
井
六
郎
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、
終
身
刑
で
服
役
す
る
も
、
大
日
本
帝
国
憲
法
交
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の
恩
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で
明
治

二
十
四
年
、三
十
三
才
で
東
京
集
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監
か
ら
釈
放
さ
れ
る
。
や
が
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帰
郷
し
、駅
の
ホ
ー

ム
で
見
上
げ
た
空
は
青
空
が
広
が
っ
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い
る
。
父
親
の
教
え
「
蒼
天
を
見
よ
」
を
思
い

出
す
。
と
こ
ん
な
あ
ら
す
じ
で
物
語
は
進
み
ま
す
。

　
こ
の
臼
井
六
郎
が
東
京
集
治
監
で
作
業
を
し
た
の
が
、
日
本
初
の
ホ
フ
マ
ン
窯
三
基

で
の
「
煉
瓦
作
り
」
で
す
。
後
に
、
東
京
集
治
監
の
技
術
者
三
名
の
指
導
を
受
け
、
シ

モ
レ
ン
の
ホ
フ
マ
ン
窯
二
基
が
造
ら
れ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
た
所
で
す
。
い
わ
ば
東
京

集
治
監
は
シ
モ
レ
ン
の
師
匠
格
の
煉
瓦
会
社
な
の
で
す
。
そ
し
て
本
文
中
に
は
煉
瓦
の

あ
る
風
景
、
煉
瓦
作
り
の
模
様
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
歴
史
的
事
件
と
共

に
著
名
人
を
登
場
さ
せ
、
面
白
い
話
が
満
載
で
す
。
ご
一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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